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NPO サロン 2002 とは
サロン2002とは

　「サッカー・スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」を“志”

に掲げ、スポーツ文化研究会サロン2002が任意団体として活動を

開始したのは1997年度のことでした。それ以来、主に東京都内で

月例会を中心に活動を展開しています。すでに250回を超える月

例会のテーマは、ユースサッカーリーグやU-18フットサル大会の

創設、FIFAワールドカップヘの市民参画、サッカーの歴史や海外の

スポーツ環境の調査・研究、スポーツとアートの融合、ラグビーの

普及などさまざまです。また、年1回開催される公開シンポジウム

は、より多くの方々と交流する機会です。時には月例会やシンポ

ジウムを東京以外の地域で開き、全国各地の方々とネットワーク

を築き上げてきました。

　私たちは、文化としてのスポーツには、さまざまな社会問題を解決

する潜在的な力があると信じています。また、社会問題と接すること

によってスポーツの持つ可能性が広がり、文化としてのスポーツが

人々のくらしの中に根付くようになってほしいと願っています。

主な活動・事業内容

ご入会は下記申込書にご記入のうえ、年会費と共に会員に渡していただくか、ウェブサイト（http://salon2002.net）に
おいても可能です。また、サロン2002の目的にご賛同いただける企業様の賛助へのご参加もお待ちしております。

サロン2002入会申込書

キ　リ　ト　リ

氏名・団体名：

フ リ ガ ナ
会員種別（どちらかを選択してください）

 NPO法人サロン2002会員
　 〈年会費10,000円〉

 スポーツ文化ネットワーク・サロン2002メンバー
　 〈年会費3,000円〉

　 NPO法人サロン2002 賛助団体
　 〈年会費30,000円〉

メールアドレス：

住　　所： 〒

電話番号：

入会の動機やコメント：

Photo by Tetsuichi tete UTSUNOMIYA

サロン2002は
スポーツ・フォー・トゥモロー・
コンソーシアムに加盟しています

  NPO法人サロン2002　会 員
〈年会費10,000円〉NPO法人の総会議決権を持って運営に参画し、同時にスポネットサロン2002のメンバーにもなる。

  スポーツ文化ネットワーク・サロン2002　メンバー
〈年会費3,000円〉NPO法人サロン2002が運営するネットワークのメンバーとして、様々な情報に接し、また発信する機会を持つ。

  NPO法人サロン2002　賛助団体
〈年会費30,000円〉NPO法人サロン2002の目的に賛同し、活動を賛助する。広報誌に広告掲載の機会を持つ。

会　員　種　別

公開シンポジウム イベント主催・共催
サッカー・スポーツ文化の研究を

テーマに毎月開催
年1回開催。全国のネットワークで

多くの方々と交流する機会
U-18フットサルリーグ

チャンピオンズカップの運営など

月例会

特定非営利活動法人サロン2002
〒130-0022 
東京都墨田区江東橋３-５-２  サーストンビル１階
http://salon2002.net
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今年から特定非営利活動法人サロン 2002 は、toto の助成を受けて広報誌を作成し、わたしたちの“志”であ
る「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」を、誌面を通してお届けすることとなりました。

その名称から想起されるように、わたしたちの NPO は 2002FIFA ワールドカップ前からあった、サッカー
好きの若者の研究ネットワークがはじまりです。「サロン 2002」の名称は 1997 年度から用いており、2017
年はちょうど 20 周年となります。

20 年も経過すると、はじめたころの若者はみな、いい年齢になっています。そしてサロン 2002 が歩んだ 20
年は、日本のサッカー界・スポーツ界はもちろんのこと、日本と世界の社会環境は大きく変化し、人々の意識や日
常の生活習慣も大きく変わりました。

毎年開催する公開シンポジウムでは、サロンがあゆんだ 20 年を「Before2002 After2020」と題して、
さまざまな角度から振り返りました。単なる思い出話だけでなく、いまにどうつながり、これからどこへ向かって
いくのかを考えるよい機会となりました。この広報誌にはシンポジウムの内容が網羅されるとともに、寄稿編とし
て 4 名の方から貴重な証言をいただいています。

サロン 2002 の中心的な活動である月例会は、2017 年 6 月で通算 250 回となりました。毎回テーマはユニー
クで、参加者は多種多様です。広報誌には月例会報告のダイジェスト版が掲載されていますので様子がおわかりい
ただけるでしょう。興味を持って下さった方は、ぜひホームページをご覧下さい。ダイジェスト版でなく、読み応
えのあるフルバージョンの報告が掲載されています。広報誌にはフルバージョンの月例会報告が 3 件掲載されて
います。サロン 2002 の各事業－公開シンポジウム、U-18 フットサル、月例会－について取り上げたもので、
わたしたちの NPO をご理解いただくうえで有益となることでしょう。

任意団体のころ、わたしたちはなかなか事業主体になりきることができませんでした。そこにもどかしさもあり
ました。2014 年度から NPO 法人となり、“志”に沿ったさまざまな事業に積極的に取り組むようになりました。
広報誌には、toto 助成を受けて主催した「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」の報告もあります。
また、「スキンプロジェクト」や「オリンピック教育」の事業報告もあります。Sport for Tommorow コンソー
シアムの一員として、これからも国内外の様々な活動に取り組んでいく所存です。

はじめての広報誌です。ぜひ手に取ってお読みください。
そして、「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」という“志”に賛同していただけるなら、まずは「スポ

ネットサロン 2002」のメンバーになりませんか？

2018 年 3 月 1 日
特定非営利活動法人サロン 2002 理事長

中塚義実

発刊にあたって
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　特定非営利活動法人サロン2002は、スポーツを通しての“ゆた
かなくらしづくり”を“志”とするNPOです。2002FIFAワールド
カップの前からはじまる私たちの活動は、今年で20年を迎えます。
それを記念して、サロンがあゆんだ20年を取り上げ、日本スポーツ
の現代史と「これから」について語る公開シンポジウムを開催しま
した。
　2019ラグビー・ワールドカップ、2020東京オリンピック・パラリ
ンピックと、この先に大きなイベントが続きます。2002年のときも
そうでしたが、私たちの関心は、2020の先に何を残すかにありま
す。
　本シンポジウムでは、第一部でJリーグ発足を契機とする日本ス
ポーツの構造改革、インターネットの普及に象徴される社会環境の
変化、そしてグローバル化とローカル化などを切り口として「この
20年」の変化を振り返ります。 そして、第二部で、スポーツを通じ
たゆたかなくらしづくり”に向けて、 「これから」につながる 様々な
取り組みについて語りあいます。

安藤 裕一 　　大河原 誠二　　川名  紀義　　岸 卓巨 
笹原 勉　　嶋崎 雅規　　遠山 諒　　中塚 義実
本多 克己

シンポジウム運営 

スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”を目指して

Before2002
After2020

サロン2002 20周年記念シンポジウム
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20 周年記念シンポジウム「Before2002 After2020」第 1 部

笹 原  サロン 2002　20 周年記念公開シンポジウム

before2002 after2020 にお越しいただきまして誠に

ありがとうございます。NPO 法人サロン 2002 の副

理事長の笹原勉です。今日は司会を務めさせていただ

きます。
 活動自体はもう少し古いんですけども、サロン

2002 という名称を使い始めて今年で 20 年というこ

とで今回の 20 周年シンポジウムを開催させていただ

きました。まず、第 1 部「この 20 年」を語る - サロ

ン 2002 のあゆみとともに、の演者の紹介です。まず

筑波大学体育系准教授の仲澤眞さん。それから写真家

でありノンフィクションライターである宇都宮徹一さ

ん。NEC マネジメントパートナーのシニアエキスパー

トである鈴木崇正さん。NPO 法人サロン 2002 の理

事長であり、筑波大学附属高校の教諭である中塚義実

さん。
その後休憩をはさみまして第二部は「これから」を

語る -2020 を超えて、という題で 2019 年のラグビー

ワールドカップ、2020 の東京オリンピック、パラリ

ンピックの話題を中心として多くの方々に登壇してい

ただいてスポーツを通じた豊かなくらしづくりについ

てお話していただきます。
中 塚  皆さんこんにちは。サロン 2002 の理事長を

務めます中塚です。毎年公開シンポジウムをやってい

第1部「この20年」を語る
― サロン2002のあゆみとともに
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ますが 20周年記念シンポジウムは 20年に一度です。
まずは、この 20 年どんなことがあったのか、サロン

がどのように変わってきたのかをおさらいさせてくだ

さい。一人の人間が成人するぐらいの年代なので、そ

の間に世の中も大きく変わっております。
 そもそも我々のネットワークは、当時あった日本

サッカー協会科学研究委員会で社会調査などを行って

いた、社会学や心理学に興味を持つ研究者の活動から

スタートしています。お茶の水女子大の研究室に定期

的に集まっていました。
80 年代の終わりごろからサッカー界に劇的な変化

がやってきます。まずは皆さんご存知の J リーグ。
当初は J リーグという名前もなかったのですが、とに

かくプロサッカーができるということは大きなインパ

クトがありました。そして 2002 年の FIFA ワールド

カップの招致活動。こうした大きなうねりの中で、社

会学や心理学に興味を持つ研究者の会合に、仕事とし

てサッカーにかかわろうとする人など、いろいろな分

野の人たちが参加するようになりました。さらにフッ

トサルの誕生があります。これは 94 年から FIFA の

音頭で正式競技となり、「するスポーツ」の世界の様

子もずいぶん変わってきます。さらに、今日の鈴木さ

んの話とも関係しますが、ちょうどこのころからイン

ターネットが普及し、手紙や葉書でなく、ボタン一つ

で全国各地の人が繋がるようになりました。全国の人

とのネットワークが確立し、ただ繋がっているだけ

じゃつまらないなと思っている人が、フットワークよ

ろしくここに集まり、顔を突き合わせながら飲み食い

する。そのような形で研究会の性格が変わってきたと

ころで、名称を「サロン 2002」としてスタートした

のが 1997 年度。それから数えて、今年で 20 年とい

うことです。
スライドには 2013 年度の状況が書かれています

が、当時は全国に 180 名のメンバーがいて、毎月開

かれる月例会はもちろん、かなり活発にいろんなこと

に取り組んでいました。その中の一つが年一度の公開

シンポジウムです。去年は、この同じ場所で「日本

サッカーのルーツを語ろう」というシンポジウムを開

きました。
 また「出張サロン」と呼ぶ活動もあります。全国

各地にサロンのメンバーがいますので、そこへお出か

けし、地元の方々とさまざまな形で交流を図るという

ものです。「合宿」と称して、自分たちで勝手に出か

けたこともあります。伊豆の今井浜で合宿をやったの

は懐かしいですね。2006 年にはついに海外へ進出。
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20 周年記念シンポジウム「Before2002 After2020」第 1 部

FIFA ワールドカップが開かれていたドイツ・フラン

クフルトで出張サロンを開きました。ただの飲み会と

クラブ視察です。そしていまに至ります。
 これらの活動は「中塚個人商店」のような形で

やってきましたが、どうあるべきかについては、こ

の 20 年で何度も検討を重ねてきました。スライドは

2013 年 4 月の時点での問題提起です。いまのままで

はいかん。まずは事務局機能を強化したい。それか

ら、例えば toto の助成金をもらいたいといっても単

なる任意団体じゃだめだ、組織としての姿が見えるよ

うにしたい。そして、ただ単に話をして盛り上がるだ

けでなく、事業の担い手になっていきたいというとこ

ろから法人化の話になり、2014 年 5 月に NPO 法人

として再出発しました。
 その後どうなっているかというと、従来のネッ

トワークはそのまま継続、そのネットワークを維持

し、拡充していくことを担う NPO があるというイ

メージです。そしてスポーツを通しての豊かな暮らし

に貢献するようないろいろな事業に、NPO 法人とし

て責任を持って取り組んでいます。これからもこの

“志”を実現する仲間を広げていこうということを考

えている次第です。
ではここからは、さまざまな角度から 20 年を振り

返っていきます。まずは、なんといっても J リーグ。
最初の演者の仲澤さんと私は大学の同期生です。しか

も仲澤、中塚で、あいうえお順の出席番号も近く、体

育実技も同じクラスでやっていた仲間です。部活は異

なりますが同じ研究室に属し、社心グループのころか

ら J リーグの観客調査をはじめ、現在に至ります。
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ファンコミュニティ、スポンサー、メディアの
変遷

　今日の機会にこの 20 年流れをレビューしたいと思

います。いまは「観客調査」とは言わずに「スタジア

ムサーベイ」などと称されていますが、今日の「レ

ビュー」にとっては重要な言葉と思いますので「観客

調査」とさせていただきます。
　この 20 年を端的に示すならば、「好きな人、観た

い人はどうぞ」というリーグの運営が、だんだんと

「客商売（きゃくしょうばい）」視線が加わり、顧客満

足に向けた努力をしていく大きな流れがあります。一

方で、J2、J3 とリーグが広がりをもつなかで、「お客

さんの方で自発的に、主体的に楽しんでください」と

いうような、お客側の楽しむ力を育むような運営の流

れができてきています。
　もうひとつ、2007 シーズンから 2008 シーズンあ

たりなのですが、リーグはスタジアムの滞留時間を意

識し始めました。もし、観戦者にとってスタジアムが

遠くにあっても、長くいることができれば移動抵抗が

相対的に小さくなる。できるだけスタジアムに長くい

てくれれば商圏が大きくなるということで滞留時間に

着目する流れが生まれました。
　最近では、観戦者とチームとの心理的な結びつきを

強くする運営という基本的な流れに加えて、観戦者と

チームが結びつく確率が高くないことを背景に、目標

のハードルを下げて、観戦者とファンのコミュニティ

との結びつきを生み出そうという、ゆっくりまったり

つながるようなプラットフォームを作っていくような

流れが出てきています。代表例である松本山雅のケー

スなども後ほどご紹介したいと思います。
　あとは CSR 系のスポンサーの流れにも触れたいと

思います。明治安田生命は J3 までカバーしています

が、J2 や J3 ではいわゆる広告効果を確認するのはな

かなか難しいものがあります。そうしたときに、何を

根拠に文化支援、社会貢献としての社内の予算を取る

のか、そうした根拠を作るという動きが盛んになって

います。支援の意図を CSR としたスポンサー企業へ

の対応は今日的な課題になっています。
　ソーシャルメディアとテクノロジーの発展により、
メディアとライブの融合という流れもあります。昨日

レイソルの試合に行っていたのですが、隣で見てい

た院生は両手にスマホを持っていて、片方は DAZN

専用で他会場の試合を観られるようにしてるんです

ね。目の前でレイソルがプレーをしているのに何をし

ているんだろう、落ち着かない子だなぁ、と思ったん

ですが、ヴィッセルの試合を交えながら、SNS で器

用に仲間とつながっている。ライブとメディアがこう

いう風に融合するパターンもあるのかと思いました。

現在の入場者数は年間 1 , 0 0 0 万人超

　1992 年から観客調査をスタートしまして、その年

の秋、上智大学で開催されたサッカー医科学研究会で

このサロン 2002 の前身である社心グループとして報

告をしました。この観客調査について初めて取材をい

ただいたのが朝日新聞でしたが、そのころは「サッ

カー場に女性がいる」ということで取り上げられまし

た。最初の調査対象であったナビスコカップで「一つ

の大会の会期中に、お客さんってこんなに変わるん

だぁ」という調査の醍醐味、いわば社会調査の原体験

のようなものを経験しました。
　リーグはその後、流行語大賞にもなった「J リーグ

現象」なる大ブームを経験し、あとは、バブル崩壊の

影響を受け、身の丈に誤解のあったクラブを中心にい

ろんな失敗をしながらも観客数は 1997~2000 シー

ズンで低迷します。その後、日韓共催 W 杯の新規施

設効果やメディア露出の拡大もあり、2001 シーズン

は前年比の 5 割増しになり、東日本大震災の影響を受

Jリーグ観客調査から見えるもの
―「みるスポーツ」の20年
仲澤  眞 （筑波大学体育系准教授）
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けながらも 5 割増し水準を維持しています。直近の実

績では、1 試合平均 1 万 8000 人と、1 試合平均 2 万

9000 の野球にはまだ及びませんが、一定の規模を超

えた数字が出てきています。また、リーグは 2007 か

ら年間入場者数 1,100 万人を目標とするイレブンミ

リオンプロジェクトに取り組み、今では J3 まで含め

て年間に1,000万人を超える入場者を集めています。

勝てなくても顧客満足を上げ、スポンサー
の支援を継続してもらうための試み

　先ほど「観たい人はどうぞ」というところから、
「顧客満足を考えていこう」という流れがあったとお

話ししましたが、この流れは最初の J リーグブーム、
J リーグ現象のところで大きく芽生えました。サッ

カーがよくわからない人にも、とにかくそこに来ても

らい、再び来てもらうにはどうしたらいいかと考える

と、そこには保険をかける必要がある。いい試合とい

うのは必ずあるわけではないので、「試合はうまくい

かなくても満足して帰ってもらうべく頑張る」という

方向で、これを拡大製品といいます。
　こちらのスライド（図1）はこの 13 日（2017 年 8

月）、フロンターレで『なかよし』（講談社の月刊少女

コミック誌）と組んでかなり違った客層を楽しませた

例です。ここにブースがありまして、選手と密着した

構図で「なかよし」の表紙となったような写真を撮

影できるというもので、ちょっと異様な光景でした

が、まさに拡大製品です。アニメの描き方教室やヘア

アレンジメントのサービスもありました。
　このような試みを含む、J リーグクラブの顧客対応

の評価については、2007 年よりリーグによって、継

続的に収集されています（日本プロサッカーリーグ・
筑波大学共同研究）。過去 10 年あまりの評価データ

を回帰分析すると「スタジアムの雰囲気」や「スタッ

フの対応」など要所となる項目は、一つひとつ向上し

ていることがわかります。J1 および J2 全クラブか

らのデータでは、一部には不連続な傾向はあります

が、顧客満足は年々、向上しています。
　勝者はいつも 1 チームで、必ず勝てるとは限りま

せん。そこで、もう一つの大きな流れとして、そんな

にいい成績ではなくても地域に尽くしていればお客様

も応援してくださるということで、そういう社会志向

のベクトルでの努力も進んでいます。
　このスライド（図2）はクラブが果たす社会的機能

の評価に関する調査項目の結果です。クラブが地域に

おける役割を理解したときに、自己満足ではなく、
地域からの評価が向上します。先シーズン、レノファ

山口が J2 に昇格し、この社会的機能の評価がかなり

図 1　フロンターレの拡大製品企画（2017 年 8 月 13 日仲澤撮影）
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向上しました。その際、レノファがなぜこのように上

がってくるのか、いろいろな議論がありました。重要

な点は、レノファが社会貢献活動をしているというこ

とを知られているかどうか、ということでした。知ら

れているので、ファンはポジティブに評価します。さ

らに、そうなると、スポンサーに対するファンの感謝

の念も強くなっているというデータもあります。
　強調したいのは、ビッグクラブ等、ファンが多

く、メディア露出も多く、財務構造の良好なクラブ

においては、宣伝広告の費用対効果がよいために、
スポンサーが付きますが、J2 の多くや J3 などのそ

うでないところ、さらに一般化すれば、マイナース

ポーツやグラスルーツにおいて、どのようにスポン

サーを集めるかというと、CSR 系スポンサーへの対

応が課題になっているということです。企業にとって

のスポンサーメリットは、宣伝してすぐさま収益を上

げたい、売り上げにつなげたいという短期的なものが

ある一方で、社会貢献によって企業のブランド価値を

上げたり、公益的な活動をする企業に従事する人たち

の帰属意識を高めたり、企業の魅力がいい人材を集め

たり、離職率を下げたり、など、中長期的な取り組み

が最終的には売り上げや収益性の向上につながるとい

うものがあります。そうした中長期的な投資を、どう

したらスポーツに持ってくることができるか、その投

資の効果をどのように確認するかということで、例え

ば、そうした支援を受けているスポーツに関わる人々

における「スポンサーへの感謝の念」を高める、高め

るために、ステイクホルダーへの「CSR 認知の向上」
を図っていくといった工夫が必要になります。
　フットサルの全日本選手権のメインスポンサーはか

つて P 社でしたが、その支援活動に関する結果をみ

ると、「文化・スポーツ活動の支援に熱心である」と

いう評価が高く、「よい広告活動をしている」という

評価が低くなっています。勝ち上がったチームが集う

代々木体育館では P 社のショーケースみたいになっ

ていますから、そこだけ観に来たお客さんは「よい広

告活動をしている」ということになるのですが、地域

の予選などから観てる人には「全然宣伝にならないの

に P 社ってよくやってくれるな」という理解になり

ます。そして、P 社の公益的な支援の姿勢を評価する

ようになり、このようにスポンサー企業の慈善的態度

に関わるスコアがかなり上がっています。マイナーな

スポーツにおいて「広告効果だけではスポンサーが取

れない」という課題に対しては、このようなデータが

必要になります。
　あとはスポンサーと大会がフィットしているか（ス

ポンサーイベントフィット）。例えば、このスライド

は U 社が支援する未就学児対象のサッカーイベント

図 2　クラブの社会的機能の評価（J リーグ , 2016）
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なんですが、このような尺度を使用するとスポンサー

への感謝の念や、スポンサーイベントフィットが上が

ることがわかります。

ファンがつながるプラットフォームを意識した
運営を

　次には、プロシューマー（pro-sumer）とい

う言葉を紹介します。例えば、観戦者は「消費者

（consumer）」としてサービスを買う立場にあり

ますが、一方で、スタジアムにおける時間・空間を

一緒に創り出していきます。その意味では「生産者

（producer）」でもあります。トフラーは「文化の消

費者」は、文化の担い手としての責務から、よりよい

文化を創り出していくための消費者と生産者との側

面があるとしました。スポーツファンは、そこから

の造語、まさに生産消費者（prosumer）としての性

格を持ちます。この生産消費者をいかに育んでいく

か、ということも昨今のクラブの課題になっていま

す。今までは、チームとの心理的な結びつき（ team 

ident i f icat ion）が強ければ、たとえ降格しても、2 部

でも 3 部でも好きなチームだから観に行くということ

が起こっていました。しかし、チームとの心理的な結

びつきの効用には限界も指摘されています。またチー

ムとの心理的な結びつきの強いコアファンの排他性に

も気を配らなければいけません。コアファンのつなが

りが強すぎて、新規のファンが結びつきにくいといっ

た問題です。一方で、チームとの心理的な結びつきが

勝敗とか価格感受性が低下するというメリットにもな

ります。

　そのことに関連して、チームとの結びつきだけ

でなく、他の観戦者との結びつき（ fan community 

ident i f icat ion）が重要であるというデータが出てき

ています。チームと個々の人たちが結びつく（ team 

ident i f icat ion）のも重要なのですが、もう一つ、こ

こに乗り物（公共交通機関）のようなプラットフォー

ムを設けるのです。コアサポというと、ゴール裏の集

会があり、そこで気合を入れていかないといけないと

いうイメージがありますが、観戦者にはグダグダな人

たちもいますし、マッタリしたい人もいます。でもそ

のグダグダさが、まったり感として人とをつないでい

く、そんなプラットフォームがあると、サッカーやク

ラブのことがあまりわからなくても、ファン同士が簡

単につながっていくことができるんですね。また、
チームとの心理的な結びつきが早く育つということも

あります。松本山雅などがその好例かと思います。
　さらに、ファンのコミュニティを持っている人ほど

滞留時間が長いこともわかっています。滞留時間が長

いといろんないいことが起きます。クラブのサービス

によって滞留時間を長くさせるとなると費用対効果

の問題が出てきますが、コミュニティを持つ人たち

は、クラブの支援なく、スタジアムで集うことが目的

だったりします。クラブの負担は小さなままで、滞留

時間を延ばせるのです。ファンのコミュニティそのも

のが観戦の魅力になっている。
　簡単に 20 年を振り返ると今お話ししたような流れ

があったのでは、ということで時間になってしまいま

した。あとはディスカッションのところで補足させて

いただきます。ご静聴いただき、ありがとうございま

した。 
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ワールドカップ出場決定の陰で J リーグには
逆風ムードの 1 9 9 7 年

　今回のテーマは「ファインダーから見えるもの、地

域スポーツの 20 年」ということですが、お話しする

ことはほとんど J リーグに関することです。J リーグ、
そのまた下の JFL についても少しお話しをします。
　今から 20 年前と言いますと 1997 年、サッカー

ファンとしては一番にジョホールバルが思い浮かぶか

と思います。ただ改めて思い返すとあまりいい時代で

はなかったとも感じていまして、例えば山一証券を始

めとする一連の証券会社の破綻や、神戸の連続児童殺

傷事件など、世の中が暗く淀んでいた時代でもありま

した。そんななかで日本が初めてワールドカップ出場

を決めたことは非常に明るいニュースとして当時話題

になりました。
　ただ、先日ちょうど同じ 1997 年の朝日新聞の縮刷

版を見ていたら、カザフスタンで日本が引き分けて加

茂周監督が解任となり、岡田武史監督が就任するとい

記事の隣に J リーグ総括記事があったんですね。つま

り、カザフスタン戦が行われた 10 月 4 日は、J リー

グのレギュラーシーズンの最終節と同じ日だったんで

す。当初、ワールドカップ予選がセントラル開催にな

ることを考えて J リーグの日程の組んでいたのが、
急遽ワールドカップ予選がホームアンドアウェー方式

となり、代表戦と J リーグの試合が思いっきり被って

いたという、今では考えられないことがあって、こう

した光景が生まれているわけです。ここでわかるの

は、この頃の J リーグは本当に日本代表の陰に隠れて

いて、非常に注目度が薄くなっていた時代でもあった

ということです。ワールドカップ出場は果たしたけれ

ど、J リーグにはまさに逆風の、非常に厳しい時代で

した。
　ちなみに私にとっての 97 年は、ちょうどフリーの

写真家になった年で、何のあてもなくユーゴスラビア

のボスニアやセルビアをほっつき歩いて写真を撮って

いた時代でした。その後いろんな縁があって帰国後は

サロン 2002 に出入りさせて頂くことになり、そこで

本を出したり、隣にいらっしゃる鈴木さんが当時担当

されていたサッカークリックというネットメディアで

初めて連載を持たせていただいたり、先日亡くなった

広瀬一郎さんとお会いする機会もいただきました。
そこからスポーツナビへ接点を持ってきたことを考え

ると、本当にサロンに救われたのが私でございまし

て、最近は国内のサッカーチーム、それも J リーグよ

り下のカテゴリーにフォーカスするような仕事が増え

ています。ヨーロッパから地域へというのがこの 10

年くらいの私自身の流れです。

1 9 9 9 年、フリューゲルス消滅と J 2 誕生の
意味するもの

　地域に目を向けるようになったきっかけとして、J

リーグというものが大きなターニングポイントを迎え

たのが 1999 年だったと個人的に考えています。この

年の元日、横浜フリューゲルスが天皇杯優勝をもって

消滅、同じ年に J2 が誕生して J リーグが J1 と J2 の

2 部制になりました。これらは全く別の出来事です

が、非常に重要な意味を持っていまして、99 年をもっ

て、企業スポーツとしての J リーグから地域スポーツ

としての J リーグへ転換が始まったと僕は認識してい

ます。J リーグはプロスポーツじゃないの ? と思われ

るかもしれませんが、実際は企業スポーツの側面を濃

厚に残したままプロになったというのが私の認識で

す。フリューゲルスとマリノスの合併は企業の都合に

よって起こっているわけですし、企業側もクラブと言

わず球団という言葉を使っていた。そこに「地域」は

ほとんど介在していませんでした。J リーグが始まっ

てからの 5、6 年は、クラブという概念がまだ全然希

「ファインダーから見えるもの
―地域スポーツの20年」
宇都宮  徹壱 （写真家・ノンフィクションライター）
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薄な状況でしたが、そこに J2 ができ、より企業から

地域に振れていったのが 99 年だったのではないかと

思うのです。
　（全国の J クラブ点在図を示しつつ）J リーグのクラ

ブ数は、始まった当時は 10 チーム。こうして並べて

みると鹿島を除いて首都圏もしくは東海道・山陽新

幹線の駅があるところにクラブチームがあった形で

す。それが、J2 ができたことによって 26 チームに増

え、九州に 3 チーム、東北と北海道にもチームができ

ました。さらに 2014 年に J3 ができ、全部で 51 チー

ムに。四国、沖縄にもチームができ、新幹線が通って

いない駅や全国で 1 番人口が少ない鳥取、1 番面積が

小さい香川などにも J クラブができるようになったの

です。現在これにプラスして J クラブは 54 チームあ

ります。

Jリーグのローカル化と、地域とクラブの関係
の変容

　J2 創設時点での J リーグのイメージは、「華やかで

都会的」「近寄りがたい魅力がある」というように、
非常にバブルの余韻を引き継いでいるところもあった

と思います。応援も、各クラブの独自色がまだそれ

ほど明確ではなかったと記憶しています。これが J2

ができて以降は、ローカル色の地元っぽいものが増

え、身近な存在になっていきました。選手も「ものす

ごいスーパースター」だったのが、「近所のお兄ちゃ

んみたいな存在がスターになっていく」という形にな

り、それがブームではなく普遍的永続的になってい

く。応援もお国自慢やお土地柄をむしろ全面に押し出

していくものにどんどん変質していきました。
　こうしたなか最近では、地方自治体が J リーグ、J

クラブにいろんなものを求めるようになっています。
　例えば北九州。北九州はもともと 5 つの市が合併

してできた人工的な都市で、一体感が薄いという課題

があります。そこで、ギラヴァンツ北九州を盛り上げ

ることで北九州というアイデンティティを強くしてい

きたい、という思いから、自治体がスタジアム作りに

積極的に取り組んでいます。
　秋田にはブラウブリッツ秋田がありますが、B リー

グのノーザンハピネスというチームもありますし、ラ

グビーのチームもあります。秋田は少子高齢化が激し

く、自殺率も全国で 1 番高いなど非常にネガティブ

な要件が多いなか、スポーツにどんどん助成をするこ

とで地域を元気にしたいと考えている。いきなり人口

を増やすのは難しくても、スポーツのイベントがある

ことで県外からいろんな人が来る、いわゆる交流人口

をどんどん増やすことで地域にお金が落ち、元気も出

る、というようなことを自治体が求めているんです。
　もう一つはコンサドーレ札幌。彼らが今力を入れて

いるのはアジア戦略です。かつてレコンビンを加入さ

せ、最近も海外のすごく優秀な選手を入れています
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が、彼らを連れてくることでクラブが ASEAN 諸国か

ら注目される。さらには ASEAN の企業と北海道の

企業を繋げるような役割をクラブが担い、あるいは札

幌、北海道をアピールすることでインバウンドを呼び

込む役割も担う。自治体もクラブにそうした役割を期

待する構図ができています。
　つまり、J リーグはただ単にサッカーだけの話では

なく、それぞれの地域が縮小傾向にある現在、地域が

J クラブにいろんなものを求めている。そういう時代

になったと感じています。

「2部の時代」~特色ある取り組みはアンダー
カテゴリーから ?

　一方で最近アンダーカテゴリーの方を取材していて

感じるのは、2 部の時代が来ているのではないかとい

うことです。
　その例が、現在 JFL で岡田武史さんがオーナーを

やっている FC 今治と、現在福島県 1 部のいわき FC

です。いわき FC を運営するのは、アンダーアーマー

の日本における代理店である株式会社ドーム。読売

ジャイアンツも手掛けていてすごくお金を持っている

会社ですが、そこが県リーグの 3 部からチームを強

くし、筋肉ムキムキのサッカー選手を作ってフィジカ

ルスタンダードを変え、日本のサッカー、ひいては日

本のスポーツを変えてやろうという意気込みで取り組

んでいます。今治が今までの日本のサッカーの仕組み

に則って地域創生をしていこうしているのとはある意

味真逆な立ち位置、真逆なベクトルです。こういった

チームが今地方にできて来ているのは面白い傾向だと

見ています。

当事者の証言を通じ、歴史化する Jリーグ
を記録する

　今後ですが、現在、スポーツナビで「シリーズ・証

言でつづる J リーグ 25 周年」という企画をやっていま

す。1993年から2017年までの出来事を毎年ピックアッ

プして、当時の当事者に話を聞いています。フット

ボールチャンネルでは、来年の横浜フリューゲルス消

滅 20 周年に向け、さまざまな角度、立ち位置の人から

「フリューゲルスがなくなったとはどういうことだった

のか」という証言を集める作業をしています。
　J リーグは来年で 25 周年を迎えるということで、
どんどん歴史化していると感じます。たとえば今の大

学生が華やかな J リーグ開幕の映像などを見るとみん

なぽかんと口を開けるわけですね。今の J リーグのイ

メージと当時のイメージが全く違うのです。そうした

なか、木之本さんや岡野さんがお亡くなりになった

り、「あの人に話を聞いておけばよかった」というこ

とを感じることが最近多くありまして、自分もそろそ

ろそういった、歴史化するものに対して証言を集める

仕事をする年齢になったのかなというのを最近感じて

います。 
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95 年のアンブロカップを初めてネットで配信

　私が個人的に初めてワールドカップを現場で見たの

は 1990 年のイタリア大会で、その後 93 年にドーハ

に行き、いちファンとして「サッカーの仕事に関われ

ればいいな」と思っていました。その後ご縁がありま

して、在籍しております NEC の関係会社の、書籍を

出版する部門で、大住良之さんというサッカージャー

ナリストの単行本を手掛けることになりました。一

方で NEC という会社は 90 年代、インターネットを

事業にしようと本格的に考え始めます。通信事業者と

してインフラを整備し、皆さまが利用できる環境を整

えるということに力を入れていくと同時に、どういう

情報が皆さまのお役に立ったり、楽しんでいただける

かということを考え始めた、という時期です。そこで

「コンテンツ」という言葉が使われ始め、スポーツと

いうのはキラーコンテンツだということで、NEC と

しても力を入れていこうということになり、サッカー

本を作っていた私も関わることになりました。
　最初の仕事は 95 年のアンブロカップでした。96 年

のユーロがイングランド大会で、その前年のプレ大会

として行われた招待大会ですが、ブラジルとスウェー

デンと日本、そして地元イングランドが参加しまし

た。日本代表はまだワールドカップに出場したことも

なく、2002 年ワールドカップの共催が決まるのも翌

年のことで、、J リーグも発足してまだ 2 年というタ

イミング。キャプテンは柱谷、代表監督は加茂さんと

いう時代です。そんな時期に日本代表が初めてウェン

ブリーに立ち、イングランド代表と試合をするという

一大イベントが組まれたのです。ご縁のあった田嶋幸

三さんを通じて、FA に「新しいインターネットメディ

アに報道資格を与えてくれ」とお願いしたら、翌年の

ユーロ 96 を成功に導きたいという事情もあってか、
OK の返事をもらうことができ、スタッフ 3、4 人で

現地に出かけました。当時のイングランド国内の通信

状況はまだまだで、ロンドンはともかく、リーズ、マ

ンチェスター、リバプールなどでは、ホテル行ったら

まず通信環境の確認という状況でした。プレスルーム

にもそれほど大容量のものは来ていませんからいろい

ろな苦労がありました。当時はまだリアルタイムの速

報はインフラ的に不可能でしたが、試合終了後すぐに

結果やマッチリポートをアップデートすることを試験

的にやりました。
　そのときに、ネットが有利だと感じたエピソードを

ひとつお話しします。開幕戦のイングランド - 日本戦

は日本テレビさんが放送されたのですが、その日の

番組編成では、プロ野球の放送が 9 時まで、9 時から

ドラマ『家なき子』、10 時からイングランド対日本の

試合が組まれていました。ところがプロ野球の放送

が 30 分延長し、『家なき子』は 9 時半から 10 時半ま

でにスライドした結果、日本代表が初めてウェンブ

リーで試合をする大イベントにもかかわらず、日本中

のサッカーファンが 10 時にテレビをつけたら『家な

き子』をやっているわけです。ネットはそんなことは

あり得ませんから、もしそこでリアルタイム速報を

やっていたら、何万というトラフィックだったと思い

ます。また新聞の場合は、ヨーロッパでの試合の場

合、翌日の朝刊が一番早かったのですが、ヨーロッパ

IT技術とスポーツの変遷
―ネットメディアの20年
鈴木  崇正 （NECマネジメントパートナー（株）シニアエキスパート）
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と 7、8 時間の時差があると考えると、インターネッ

トの速報は一番早いニュースになり得る。メディアと

して非常に可能性があるということを、我々はこのと

き体感したわけです。
　翌年のアトランタ五輪では、前園主将のもと、西野

監督で 28 年ぶりに出場を果たします。その予選もク

アラルンプールから速報で伝えました。その後 97、
98 年と、日本サッカーにとって大エポックがあった

わけですが、その上昇気流とネットの普及がほぼシン

クロしている状態だったのです。我々はすごくラッ

キーで、そこでサロンの仲間たちに会えたことが非常

に大きな財産だと思っています。

ネットメディア『サッカークリック』が取り
組んできたことと、メディアの今後

　97 年の 2 月、フランス大会のアジア最終予選を目

前に、『サッカークリック』というコンテンツを開始

しました。そこで大住良之さんや宇都宮徹壱さんに連

載をお願いしました。スポーツやサッカーを学術的な

見地からわかりやすく発表していただく「モダンサッ

カーサイエンス」というコーナーでは、中塚先生にも

ご執筆いただき、「なぜ高校 3 年になったらクラブ活

動を引退するのか」「夏と冬に違うスポーツをやって

もいいのでは」といった具体的なご意見や独自の取り

組みを発表いただいて、当時としては斬新なコンテン

ツでした。
　宇都宮さんの写真はモノクロームで、一見して宇都

宮さんの世界です。また富越正秀さんという、日本の

サッカーフォトジャーナリズムの先駆者にもたくさ

ん写真を提供していただきました。われわれが子供

の頃、サッカーマガジンで貪るように見て来た写真

を、快く掲載させてくださったことは非常に大きかっ

たです。

　観客席のイタリア人カップルがキスするとイタリア

のトリコロールになる写真のように、サッカーを文化

として切り取る写真や、デニス・ローとジョージ・べ

ストのツーショットのような、富越さんが直に撮って

らっしゃった珍しい写真もそのまま掲載しました。
　日本サッカー殿堂入りが決まった今井恭司さんから

もたくさんの写真を提供いただきました。「日本代表

監督の写真を全部ください」とお願いするとパッと出

てくるのが今井さんで、長沼さん、川淵さん、森さん

の写真はもとより、その間の下村さんや渡辺さんまで

パパッと出てくるフォトライブラリーはほかにはあり

ません。往年の釜本さんや奥寺さん、現役当時の岡田

武史さんはムルデカ大会だと思うんですが、そういう
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珍しい写真もありました。
　我々が日本サッカー協会から報道資格を与えられた

97 年当時、ネット媒体は 3 社だけでした。いま何社

なのかは確認していませんが、さまざまなレベルのも

のがたくさんあるようです。報道以外では、もちろん

このサロン 2002 も情報発信していますし、レアルと

かバルサといった海外のクラブや、あるいはブンデス

リーガのようにリーグ単位でも、日本語で情報提供し

ています。ネットのグローバルな展開というのは非常

に顕著で、情報発信源は個人から企業、団体まで多様

化している。コンテンツも多様化していますが、多様

化のキーはリッチ化です。今は映像情報までかなりス

トレスなく見られる、というのがこの 20 年間の最大

の変化で、読み手としては検索や情報の選択性が非常

に高まったといえます。
　メディアの基本的な課題はいつの時代も変わりませ

ん。どういう視点でものを伝えるか、多様化する情報

の中でニュースの客観性、信頼性ををどう担保してい

くか、いわゆるフェイクニュースをどう防いでいくか

ということは常に重要な課題です。

20年で飛躍的に向上した IT技術により、デー
タの価値が変わる

　またこれが非常に重要なことなんですが、例え

ば、世界中で日夜 YouTube に新しい映像がアップさ

れ続けてもなぜサーバはパンクしないのか ?　考えた

ら不思議なことですね。しかし、技術を駆使すると

それくらい大きなスケールのデータを扱うことがで

き、我々はそうした IT インフラの上で生活している

のが現実です。
　20 年間でなにが起きたかというと、コンピュー

ターの処理能力は 57 万倍、ネットワークの情報の速

さは 10 万倍になります。20 年の変化を表す最も小

さい数字が 6500 倍ですが、これは世界に存在するデ

ジタルデータの量が 20 年間でだいたいこれくらいに

なるということです。それでも 4 桁違うわけです。
こうしたことを踏まえると、今後ますますデータの

価値が上がります。ビッグデータと呼ばれています

が、非常に多くのデータを集め、AI のような新しい

技術でもって料理していく、ということがますます進

みます。桁外れの速さで結論が出せるようになるので

す。もうひとつの価値は高度化です。AI というと、
囲碁、将棋で最近人間が負け続けていることをご存

知だと思いますけれども、重要なのは勝ち負けより

も、トップクラスのプロ棋士達が思いもよらない手を

コンピューターに打たれたということです。人知では

得られなかった新しい手によって人間が負けたという

ことで、彼らはむしろ負けて清々しい、新しい囲碁

観、将棋観ができたと言っています。
　情報というのはいろんな情報をまず認識する = セン

スする必要があります。昔の情報処理というのは、人

間が情報を整理して並べ直し、きれいな形にして順番

通り入力しないとコンピューターが処理してくれませ

んでした。今は、映像や音声や人の動きのような非定

型な情報を認識し、役立つデータとすることができる

ようになってきました。
　一番すごいのは映像です。映像の情報がデータ化さ

れ、分析すると、次に起こることを予知・予測までで

きるようになります。たとえば今自動車には自動ブ

レーキが実装されていますが、映像で危ない状況を把

握し、ブレーキまでかけてしまうわけです。分析結果

から導かれる制御まで行う、というようなデータの価

値が、今もう我々の生活の中に入ってきているという

ことです。
　よく AI というと脳の形を想像しますが、実際は

「見る」ところが非常に重要です。ネットワークがす

ごい容量を伝送しますから、リモート制御もできます
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し、映像が暗くても、霧がかかってい

ても、映像の内容を把握できます。た

とえば皆さんショッピングセンターの

駐車場などでは、自動的に精算をして

出庫できますよね。駐車場の中は大抵

暗いんですけど、ナンバーをカメラで

認識し、車と利用者をマッチングする

というような技術がそれを可能にして

います。最近のカメラでは、表面だけ

じゃなく物質の内部も知ることができ

ます。目視では認識できないようなコ

ンクリートの小さな亀裂を定点で撮り

続けると、内部にどういう空洞ができ

ているかまでわかるようになってきて

います。

審判、査定、セキュリティ…。
スポーツシーンと技術の関係

　スポーツと IT 技術の話です。富士

通さんは、映像情報の分析から審判法

の精度の向上にチャレンジしていらっ

しゃいます。体操やフィギュアスケー

トは技が非常に進歩していて、それに

よって採点も細分化され、プログラム

が非常に複雑になっていますが、そこ

に AI の知識、IT の経験を活かせないか

というチャレンジです。
　我が NEC はバレーボールの女子の

チームを持っていますので、例として

トスを上げるセッターの映像をたくさ

ん集め、それらを AI が分析することに

よって、ちょっとしたセッターのくせ

を見分けて、次はオープン攻撃なのか

A クイックなのか時間差なのかバック

アタックなのかを瞬時にわかるような

ことができないかという取り組みをし

ています。
　IBM ではワトソンという AI が有名

で、いろんな場面で活用されています

が、スポーツでもトップアスリートの

サポートをしてらっしゃいます。
　それから「データスタジアム」です

ね。ゲーム分析からいろんな選手の査

定、クラブ経営に関することなど、さ

データの可能性

分析結果から導かれる「計画」
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分析結果から導かれる「計画」
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��������
リアルタイム性を超える「予知・予測」リアルタイム性を超える「予知・予測」

映像解析から「データ化」映像解析から「データ化」
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まざまなデータで実務に役立つものと

してやってらっしゃるのは非常に価値

が高いと思います。
　NEC のもうひとつの取り組みはセ

キュリティに関するものです。今年の

ヨーロッパチャンピオンズリーグの決

勝はウェールズで行われましたが、
NEC はサウス・ウェールズ警察に犯罪

予防のシステムを納品しました。街中

に定点カメラを置き、50 万枚の要注

意人物写真とのマッチングで、自動的

に危険人物を検出するというもので、
これにより、1 週間にわたって街中に

10m おきに警官が立って警備する必

要がなくなりました。とはいえこれは

マッチングなので技術的にそう難しく

はなく、危険人物が画面に入ってきた

かどうかを見るだけのもの。NEC が最

近取り組んでいる技術は、あらかじめ

危険人物の情報がなくても、群衆の中

で「普通とは違う挙動」を検出するも

のです。年末のアメ横でベテラン刑事

がスリを見破るといいますが、それと

同じことをカメラと AI でやろうとして

いるわけです。
　あとはマーケティングの高度化です。
「こういう層の人たち 1000 人に売りた

い」というのではなく、それぞれどうい

う嗜好で、どういう買い物をして、何を

買わなかったかという購買行動がデジタ

ルでわかる時代になっています。NTT さ

んではそれを事業で活用できるかどう

か、アプリケーションを使って実証して

いらっしゃいます。
　さらに、最近はスポーツ AI という会

社が、AI で試合結果の予想をし始めて

います。エルゴラッソの選手データ、
データスタジアムの試合データなどを

もとに、AI が試合結果を予測し、楽天

で toto を買えるという仕組みです。AI

の話を出すと必ず「競馬当てられます

か ?」と聞かれるんですけど、それに

近いことを始めているところがあると

いうことです。実際に当たると言って

いるわけではないので誤解なさらない

画像・映像データの価値
見える化 �������

リアルタイム、リモート
�������������� ������������
表面表面表面表面だけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部をだけでなく内部を見る見る



21

でいただきたいのですが、今までの確

率論とは違う次元の方法で試合結果を

求めようとしているところがすごいと

思います。

技術の適用範囲は個別から全体
へ。そのときに必要なこととは何
か ?

　今までご紹介したのは、セキュリティ

や審判法など、AI が分野ごとに活用さ

れるお話でしたが、今後のポイントは個

別ではなく「全体」です。お金儲けの

ため、安全のため、選手の育成のため

と、個別バラバラにやっていることが、
これからは相互にリンクすることになっていくと思いま

す。新しい技術が全体最適に向かう、より高度で複雑

なことをするということです。技術の側の課題は、わか

りやすさ、使いやすさ、なぜそうなるのかを説明でき

ること、またプライバシーやモラルを守って技術を使

うことが一番大切です。そういうところを重視してやっ

ていかなければいけないというのが今後の課題です。
　こういう新しい技術はまず、「人の仕事が奪われる

んじゃないか」と懸念を伴います。人間と機械の対比

で語られることが非常に多いのです。しかし、AI に

取り組む技術者のお話しを聞くと、技術を極めれば極

めるほど人間のことが愛おしくなる、人間がやっぱり

大事だと言い、機械をどう使うのかを真剣に考えてい

るのがわかります。中塚さんが接していらっしゃるよ

うな優秀な高校生、中学生は、新しい技術を前提にこ

れからの社会を作っていかれるわけで、教育の果たす

役割は非常に大きいと感じています。  

技術の可能性と課題

わかりやすさ・使いやすさわかりやすさ・使いやすさ
説明の合理性・納得性説明の合理性・納得性説明の合理性・納得性
プライバシーとモラルプライバシーとモラル

全体最適に全体最適に向かう向かう向かう������・������全体最適に
よりより
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20 年前にサロン 2002 と言い出した頃、あるいは

そのもう少し前だったでしょうか、インターネットは

この学校にも導入されはじめていました。しかし学校

の先生に話を聞いても何が何やらさっぱりわからな

い。そこを鈴木さんは私にわかるように説明してくれ

ていました。今日の話にもギリギリついていけまし

た。ありがとうございます。
さて、鈴木さんが語ってくださったようなすごい時

代を迎える中で、いまどきの高校生はどうなっている

のかというのが一つの問題意識です。「指導現場から

見えるもの」ということで、お話ししたいことは山ほ

どあって全然絞りきれず、大変なことになっているん

ですが、大きく 2 つ。前半戦は、いまどきの高校生に

ついてです。どちらかというと親父の小言みたいな話

になってきます。サロンは 20 年ですが、私がこの学

校の教員になってちょうど 30 年目です。ですからこ

の 30 年間の定点観測でということになります。もう

1 つは、高校生年代にとっての「するスポーツ」の変

化の過程です。いまではリーグ戦が当たり前のように

なっています。私はユースリーグ構想の言い出しっぺ

で、広げ役だったので、そのプロセスから見えてくる

ものをお話ししたいと思います。これも親父の小言み

たいなことに最後はなりそうです。

   

体育実技の 20 年（30 年）

体育の授業は、あまりこういうところでは話題にな

らないのですが、私は「するスポーツ」の観点からも

「みるスポーツ」の観点からも、ものすごく大事だと

思っています。
学校の体育の授業がどうなっているかご存知でしょ

うか。私が着任した頃、1、2 年生の高校生の体育の

授業は、男子が週 4 時間で女子が週 2 時間でした。
女子は半分体育、半分家庭科です。男子が家庭科を

やらなかった時代ですね。それが男女同じ時間数に

なり、今ちょっと時間数が減ってきているところで

す。情報という教科ができたりして、全体的にどの教

科も授業時間数が減ってきたためです。視点を変える

と、大学では 1991 年から一般体育の授業が必修では

なくなり、大学ごとの選択になりました。実はその流

れは高校にも中学にもひたひたと迫ってきていまし

て、学校の教員で問題意識を持っている人は、「ただ

ゲームだけやっている体育の授業だったら休み時間と

一緒だから、存在意義はない」と言ってきます。だか

ら文科省で教育課程作っている人たちは「（体育の意

義につながるような）エビデンスを示せ」と言われる

わけです。多くの体育教師は「体育はあるのだ」と

思っているようですが、私はすごく危機感を抱いてい

ます。
全体的に授業時数が減ってきているので、一つの種

目にかける時間は減ってきます。しかしまとまった

ものを学ぼうとすると、ある一定の時間数が必要で

す。そこで、種目を選択して学ばせる方法が取り入れ

られます。そうすると、昔はいろんな種目をみんな一

通りやっていましたが、選択しなかったらバレーボー

ルを全然やらないまま高校生を卒業するようなことが

起きてきます。例えば筑波大学体育専門学群でもバ

レーとバスケが選択です。教育実習でここへ来て、バ

指導現場から見えるもの
―「するスポーツ」の20年
中塚  義実 （筑波大学附属高校）
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レーボールを受け持つことになった学生が、「実はバ

レーボールをやったことありません」。サッカーでは

一流かもしれないけど、バレーボールはやったことが

ない。体育の先生になろうとする学生が、です。こん

なことが起きているわけですね。
だからこの言葉が出てきたときはショックでした。

「体ほぐし運動」。聞いたことありますか ? 実は「体ほ

ぐし」が小中高の体育で必修なんです。1999 年から

です。逆に言うと、心と体がほぐれていない青少年が

あまりにも増えてきて、我々が幼い頃に「群れ遊び」
でしていたようなことを体育の授業でやらなきゃいけ

ない。そんな時代になってきているということです。

また最近、サッカーが小学校体育で取り上げにくく

なっていると、小学校の先生からよく聞きます。サッ

カーがものすごく上手な子と、何もやってない子が同

じ教室にいるわけですね。サッカー協会もこのことに

危機感を持ち、小学校体育サポートプロジェクトを

作って、体育の授業でサッカーをちゃんとやってもら

えるようにしようとしています。小学校体育でも授業

時数が減っているので、サッカーで学べることを明確

にし、現場の先生方が取り組みやすい方法を伝えてい

かないと、サッカーじゃない種目の方がいいんじゃな

いかとなりかねないです。

部活動の 20 年（30 年）

部活動の観点でいうと、部活を見ない「なにも先

生」と、部活ばかりの「部活先生」の二極化は、
昔からいまに至るまでずっとあり続けます。けど実

は、「なにも先生」は何もしていないのではなく、
授業の準備など、研究熱心な先生だったりするんで

す。多くの学校の運動部が二極化を前提に展開され

ていますが、それじゃいかんということで部活動

にかかわる業務を公平に負担しようとすると、みん

な一律に多忙先生になってしまう。生徒の方も、意

欲的な生徒は、部活動だけでなくいろんな活動、国

際活動などいろいろ関わり多忙先生になり、学業心

配生徒は塾予備校に依存する。私は高体連研究部と

いうところにも深く関わっていますが、部活動をめ

ぐっては、少子化をはじめとする社会全体の問題だ

けでなく、競技と教育の狭間でここにあげている問

題がいろいろ出てきています。一方、年に一度の全

国高体連研究大会では、こうした諸問題の解決策と

なるような、全国各地のさまざまなな実践事例を取

り上げていこうとしています。学校の部活動にいろ

いろ問題があるのはわかるけど、まだまだ大きな可

能性も秘めているぞ、というところです。

 

生徒の変化とその背景

私の話は全然客観性はないんですが、自分が関わっ

ていることだから胸を張って語ることができます。
最近生徒たちにこんなことばかり言っています。「自

分の頭で考えろ」、「人に聞くな」、「何かアクションを

起こせ」、「全体を見ろ」、「ちゃんと喋れ」、「聞け」、
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「フェイストゥフェイスや」。「あとでメールでねっ

て、曖昧にするな」、「その場で結論だせ」、「やりき

れ」、「ちゃんと遊べ」。これが最近の生徒に言い続け

ていることです。
言われたことはきちんとやるし素直なんですが、本

当にコミュニケーションの質と量については問題が多

い。生まれたときから、というわけではないけど、手

元にスマホがあって、どっぷり浸かっている状況です。
我々の時代は、ものすごく想像しないといけなかっ

たわけです。サッカーマガジンでゲルト・ミュラーの

得点シーンを写真で見る。文字による説明があれば、
得点シーンにたどりつくまでがどうなっていたのかを

想像して、ダイヤモンドサッカーの放送を待つ。まだ

かまだかと待ち続けたそのシーンが出てくると、脳の

中に強烈にインプットされるわけです。今の生徒は猛

烈な勢いで情報が入ってきて、一つの情報を大事に

育むゆとりがない。想像力が必要なくなっており、だ

からソーゾーリョク（想像力・創造力）が欠けている

なと感じます。決断できない、多数決に依存、先生に

依存、遊びをつくりあげるのがものすごく下手くそに

なっている。はっきり言ってオヤジのたわごとです。
うちの学校は幸いなことに、シンガポールの学校と

か海外の高校生と接する機会があります。彼らは若い

頃から責任を与えられており、そういう生徒はかなり

やります。けど海外や他校の生徒と交流する機会を持

たないまま、自分たちの小さな世界でうごめくだけ

の、我が国の大部分の高校生は、自分がそういう目で

見過ぎているのかもしれないけど、ほんとうに大丈夫

かと、ものすごく心配です。
 よく「ゆとり教育」の弊害が語られますが、私は

特にそうは思いません。むしろ、子ども時代からの群

れ遊び不足、そして先程も出てきた IT への驚くべき

依存度。こちらの方が大ごとです。
これは全国高体連研究大会で香川県の高校の先生が

発表された 2013 年のデータです。高校の運動部員に

対する調査で、11% がパソコン・携帯電話を 1 日 3

時間以上使っている、というものです。部活をバリバ

リにやっている子がですよ。平均時間でも 78 分で、
これは大変だという発表でしたが、去年の内閣府の調

査だと、高校生のネット利用平均 207 分、20.5 パー

セントが 5 時間以上。1 日何をやっているかという調

査をして時間を足し合わせると 24 時間をはるかに越

えます。つまり彼らは何かをやりながらスマホをやっ

ているわけです。そういうことができる世代と言える

のかもしれないし、本気になって何かに向き合う姿勢

に欠けているような印象があります。
だからこそフットボールは大事なんです。試合中

にチームメイトとスマホで連絡とることはできませ

ん。マークの受け渡しはちゃんと声をかけあってやら

ないといけない。
大人も変わってきたなということも自戒の念も込め

て感じています。

DUOリーグの発足と発展

オヤジのたわごとからリーグ戦の話に続けていきた

いと思います。1995 年、この頃は負ければ終わり一

発勝負の大会しかありませんでした。地区大会 1 回

戦で負けると年 3 試合しかありません。これじゃい

かんなということで、構想を練ったわけです。同じく

らいのレベルの相手と定期的に試合ができるような

リーグ戦をやろうと。大事なのは理念を掲げて、それ

に賛同する人たちが関わってくる仕組みを作ることで

あり、そして 1996 年、サロンが動き出す前の年です

ね。ちょうど鈴木さんがアンブロカップの取材に行か

れたころ、私はこんな構想を仲間に話をしました。ち

なみにそのときの構想は、お手元の資料につけていま

す。サッカー医科学研究会で発表したものです。
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  例えば 10 チームだと 1 日 5 試合やるわけですね。
大事なのは、こういった構想を面白がる“遊び心”を

持った大人たちの存在です。終わってからその辺へ

飲みにいき、「リーグの名前、何にしようか」など、
“Face to Face”でああだこうだ言いながら作り上げ

てきました。お互い意思疎通を図りながら、どういう

ふうに広げていくかという話もするわけです。
広げていく上で大事なのは理念を共有すること。小

さく立ち上げ大きく育てていこうということで、これ

以降どんどん仲間が増えていくわけです。

 戦略的にも動きました。サッカー協会の機関誌に

連載するチャンスも得られたし、サッカー協会の指

導者養成の場で話をするチャンスもありました。JFA

によるユースリーグ構想も、ここを出発点として全国

に広がっていきました。このど真ん中に私もずっとい

たわけです。現在このような形でレベル別にリーグが

構成されているのはご存知の通りです。当初からサッ

カーリーグの合間にフットサルのイベントを入れて

サッカーもフットサルもできるようにしていこうとい

う構想を持っていました。このあたりについては、あ

とで本多さんに話をしてもらいます。

DUOリーグのいま

ここからは DUO リーグの今です。理念は徐々に実

現されつつありますが、学校教育としての限界が見え

つつある。そして規模が大きくなるにつれ、互いの顔

が見えなくなりつつある。“公認化”をめぐる功罪も

あります。ちゃんと遊ぶための仕掛けだったのです

が、そのうちみんな真面目になっていくわけです。
そんな矢先、「トロフィーがない」という間抜けな

出来事が発生しました。持ち回りのトロフィーがなく

なったんです。これではいかんということで、これも

サロンでつながったアーティストの土谷享さんと佐藤

一郎さんとともに、履けなくなったサッカーシューズ

の革を集めてトロフィーを作るという、スポーツと

アートの融合プロジェクトにしたんです。
このとき DUO リーグのロゴも、土谷さんに作って

もらいました。土谷さんはサロンのロゴも作ってくれ

た方ですが、DUO リーグのロゴは、歯磨き感覚のス

ポーツライフということで、歯磨きの上に DUO リー

グが載っているというものです。
今日、会場には佐藤いちろう君が来ています。彼を

講師に、DUO リーグの試合後に靴磨き講習会をやっ

ているところです（写真は略）。履けなくなって捨て

るだけのサッカーシューズを持って来て、ゴシゴシ磨

いて、そこから切り取った革を張り合わせてできたの

が、このトロフィーです。大事なのは、遊び心を取り

戻す試みということ。ただこれを面白がってくれる大
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人が減ってきているんです。
世界に誇れる学校体育、小中高と 12 年間の体育実

技が保証されている。学校の中でいろんなスポーツイ

ベントがある。そして部活動、全国的な競技会、それ

らが卒業生と繋がり地域社会の基礎になっている。こ

れはもうすごいことです。
その一方で、体育とスポーツの混同、チームのみで

クラブ育たず、ピッチの外は後回し、最後の大会が終

わるとアマチュアなのに引退。
日本のよさを活かしながら、生涯にわたってスポー

ツが楽しめる環境をつくっていきたいということを強

く思います。我々サロン 2002 では「スポーツでゆた

かなくらしを」と言っていますが、言い方を変えると

「遊び心を取り戻せ」ということです。「遊べるやつは

仕事もできるんや」ということも生徒たちにも言って

います。本気の遊びが人を育てる。これってよく考

えると、知徳体のバランスのとれた人間形成、最近よ

く聞くフレーズですが、そこに行き着くわけなんで

す。クーベルタン、あるいは嘉納治五郎、こういった

人たちが昔から言っているわけですよね。「ちゃんと

遠くを見ましょう」「フランクに喋りましょう」そし

て「しっかり行動を起こそう」と。こういった先人が

言ってくれたことを大事にしていきたいなと思います。
最後におまけです。これはうちのサッカー部で毎年

恒例の夏合宿のワンシーン、坊主戦のキャプテン決め

の場面です。くじで負けた二人がキャプテンになっ

て、坊主をかけて試合をする。そのキャプテンがメン

バーを取り合ってチームを作って試合をし、負けた方

は坊主にする。マネージャーに自分のくじを引いても

らった人はセーフです。最後に残った 3 人が自分の

運命を決めるくじを引くんですけど、この写真で、手

前のマネージャーがあやまっているのは、ごめんなさ

い、あなたを引くことができなかったというところで

すね。そして最終的に残ったこの 2 人、うちの両サ

イドバックなんですが、これが坊主をかけて試合をや

り、右サイドバックの頭が丸くなりました。もちろん

みんな「おれ絶対嫌だぜ」って言って大騒ぎしながら

やっていますが、こういうアホな遊びを本気になって

やれるような環境、それが人を育てる上で本当に大事

なのだと思います。ただ保護者会でこんな話をすると

煙たがられるわけです。これ体罰になりませんか、み

たいな空気もももちろんある。そういう社会の風潮も

踏まえながら色々考えていかなきゃいけないなという

ところです。
以上、ほとんどオヤジの小言みたいな感じでした

が、私は大事だと思ってますのでお聞き頂きまし

た。ありがとうございます。 

仲 澤  最近学生と話をしている時に、今、自分の時

間が傾聴ボランティアになってないかと確認するこ

とがあります。世代間のギャップを怖れてのことで

す。中塚さんのように、思ったことをずっと言って

いけるのは羨ましいなぁと思って聞いていました。

現在の学生は、ネット上の検索能力などが高く、完

成度の高い情報の加工などが上手である一方で、ゼ

ロから創り出す力（something from nothing, 

Robinson, 19701 ）に乏しいという印象がありま

す。ゼロから創り出す力は、遊ぶことから育まれるも

ので、その意味で中塚さんが重視されるプリミティブ

な遊びの経験はとても重要と思います。

中 塚  ありがとうございます。ここからは指定発言

者という形でお願いします。今日は神戸からきていただ

きました、本多克己さんです。サロンの長いメンバー

で、理事として主に U-18 年代のフットサルの事業に

取り組んでいただいています。

1「黒人初の大リーガー」と称されるジャッキー・ロビンソンは「貧困
に苦しむアフリカンアメリカンは新聞紙でボールとバットをつくり自
身の才能を開花させた。重要なことは挑戦の機会が平等に与えられる
ことだ」と説いた。アメリカ大リーグにおいて人種差別と戦ったロビ
ンソンはドキュメンタリー映画『42~ 世界を変えた男 ~』（2013 年
日本公開）でも知られる。
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指定発言者より

フットサルの黎明期から普及発展が進んだ
20 年（本多克己氏）

本 多  サロン 2002 で理事をつとめております本多

です。この 20 年は、フットサルの黎明期から普及発

展が進んだ 20 年でもあります。90 年代後半から普

及がはじまったフットサルは新しいスポーツですから

新聞にもテレビにも露出はありません。しかしこの時

期は鈴木さんから話があったとおり、インターネット

の普及と重なる時期でもありましたので、インター

ネットの活用によって民間のフットサル施設の PR や

予約受付ができるようになったり、民間のフットサル

大会が行われたり、さらには個人参加のフットサルと

いうサービスも生まれ、まさにこの 20 年でインター

ネットと足並み揃えて普及してきたスポーツだと思い

ます。そんな中でサロンにはフットサルに関わる方が

たくさんいらっしゃって、フットサルプロジェクトと

してフットサルの未来を考える場も生まれました。
　FIFA が正式な競技としてワールドカップを開催す

るようになって、日本サッカー協会（JFA）の主催大

会として U-12、U-15、大人の大会、女子の大会と、
様々な大会が行われるようになりましたが U-18 の大

会だけがなかったんですね。高体連との調整というの

もあったのかもしれませんけども、U-18 になったら

大人と一緒にやってくださいということです。中塚さ

んは東京都でこの世代の大会を 10 年以上にわたって

開催されていましたし、私もホンダカップという大会

で U-18 のカテゴリーを 2010 年に新設して、この世

代の盛り上がりを実感していました。その実感と、こ

れもひとつの遊び心ということかもしれませんが、
2011 年の秋に筑波大附属高の体育教官室で中塚さん

とそろそろ大会開催の機運は熟してきたのではない

か、という議論をして、さらにその場から複数の関係

者に電話したところから一気に話は進み、2012 年 3

月に「U-18 フットサルトーナメント」として 9 地域

の代表によって全国規模の大会を名古屋のオーシャ

ンアリーナで開催しました。もともと JFA の主催大

会であるべきだと考えていましたけども、JFA とし

ては、まず組織の外に大会を作ってもらってそれを

公式の大会にしていく方が話を進めやすいというこ

とで、大会を新しく作りました。この写真は決勝戦

です。FK を蹴っているのが作陽高校で、壁をつくっ

ている赤いフォームは名古屋オーシャンズの U-18 で

す。この FK が試合終了直前に決まり、同点。延長戦

でパワープレーから決勝点を決めた名古屋オーシャン

ズ U-18 が初代王者となりました。このすばらしい試

合を見ながら、これはしっかり続けていかなければな

らいあと話をしました。これがおそらく最初の U-18

世代の全国規模の大会になりました。翌年の会場で行

われたシンポジウムでは JFA やフットサル連盟から

の演者も参加し、そこで賀川さんが「高校生ではな

く、U-18」と道筋を示してくれました。
　なぜ U-18 の大会をサロンでやるんだということを

改めて考えてみると、サロンの理念である「スポーツ

で生活を豊かに」していこうということです。誰の生

活を豊かにするかと考えたときに、フットサルをプ

レーする高校生たちの姿がありました。サッカー部

になじまない人、サッカー部を辞めた人、そういう

人がフットサルを始めていた。あるいは、サッカー
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部に所属しているけれども、B チーム C チームで試

合に出る機会のない人がフットサルをやっている。
さらに自分はサッカーじゃなくてフットサルをやるん

だと、自主的にフットサルを選んだ選手も増えてきて

いました。そのなかには、高校に通わない選手もいま

した。引退なし、補欠なし、多様性を受け入れる環境

づくりがこの世代のフットサルには求められていまし

た。それはサロンとして取り組むべき課題でした。
　JFA 主催の大会ができるのは 5 年後くらいかと思っ

ていましたが、全国にくすぶっていた火が一気に燃え

上がったという感じで、2 年後に JFA 主催の大会が

生まれました。翌年の 2015 年には、「U-18 フット

サルトーナメント」からユース選抜フットサルトーナ

メント」に名称を変更して、法人格を取得したサロン

が主催となりました。 

　そして、今年の 1 月にサロン主催で「U-18 フット

サルリーグチャンピオンズカップ」という大会を作り

ました。各地のリーグのチャンピオンの大会を作るこ

とで、全国で U-18 リーグが整備され、リーグ戦の文

化が生まれ育っていくきっかけになれば、という思い

で開催しました。大会の報告書にも、「大会を終えて

ここがスタート」として中塚さん執筆によるサロンか

らのメッセージが掲載されています。初代王者は、
Hero FC という静岡県のチームです。開催まで時間

もお金もないなかで、静岡県の協会の皆さんに心のこ

もった運営をしていただいて、エコパアリーナという

すばらしい会場で開催することができました。
中 塚  ありがとうございます。続きまして佐藤一郎

さん、靴郎堂本店でアート活動をされています。

スキンプロジェクトについて（佐藤一郎氏）

佐 藤  こんにちは。靴郎堂本店の佐藤一郎です。中

塚さんのお話にもありましたが私は靴屋さんです。夫

婦で KOSUGE1-16 というアーティストユニットを

やっている、土谷享、車田智志乃という 2 人といっ

しょに、サッカーシューズでトロフィーを作りまし

た。これはアッパーと呼ばれる部分しか使っていなく

て、ソールが綺麗な状態で残るのですけど、これで何

かできないかなという遊び心で、サンダルをつくるこ

とになりました。それからワークショップをやった

り、売り物にしたり、いろいろと形を変えながらやっ

てきました。サロン 2002 の事業としては、スキンプ

ロジェクトという名前が分かりにくいので、今はリサ

イクルプロジェクトという名前でやったりもしていま

す。今日、娘がつけてるボールで作ったコインコース

とか、サッカーだけに特化してないのですけど、サッ

カーのいろんないらない廃品を面白心でリサイクル

しています。廃品の出先がほとんど DUO リーグなの

で売り上げ資金をグラウンド費用にあてたりして、
リーグに戻すようなフェアトレード的な要素も含まれ

ています。お手元の資料にハガキがあったと思うので

すけれども、2014 年に個展をやったときのチラシで

す。もう終わってしまっているのですけれども一応

ブロマイドというか記念品としてお配りしました。
スキンプロジェクトにご興味あるようでしたら、チラ

シを持ってきています。プーマとかナイキとかサッ

カーシューズのチラシを模して DUO リーガーのグラ

ンドと DUO リーガーの部室を写真にとって、パンフ

レットも作りました。これは最初のころに作ったもの

で数に限りがありますが、ご興味ある方は、靴のトロ

フィーのところにも置いてありますのでよかったらお

待ちください。
中 塚  スキンプロジェクトはオリパラの事業で豊島

区がやっているブースでも発表して頂きました。第 1

部の最後にもう一方、特に最初の J リーグの観戦のと

ころとも関連するかもしれませんが、株式会社セリエ

の徳田仁さん。観戦ツアーの 20 年、それこそ 98 年

のフランス大会の前あたりからでしょうか。その辺り

のことをお願いします。
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観戦ツアーの 20 年（徳田仁氏）

徳 田  株式会社セリエという、ほとんどサッカーのこ

としかやってない会社をやっております徳田と申しま

す。まず観戦ツアーというのは、いつ頃できたのか。
観戦ツアーのルーツはなんだろうというところに遡って

みます。これ 20 年じゃ足りないのですけども、ドー

ハの悲劇の 93 年ごろまで遡っていろいろリサーチして

みると、先ほどの鈴木さんもドーハに行っていた一人

だと思いますけども、ドーハ行った人、何人かに聞き

ましたら、その時は観戦ツアーとして募集していくと

いうのは見たことがないと。僕が聞いた人はだいたい

中東に仕事で行った人がむこうの日本人会の声かけで

集まって行ったということでした。日本から旅行会社

が募集して、と言うのはおそらく表向きはなかったの

ではないかなと思います。ではいつ頃なのかなと遡っ

ていくと、日本が出なかった 94 年のアメリカのワール

ドカップ、これは主に日通旅行さんとか JTB さんが

1 部門でやっていて、100 人単位の規模だった思いま

す。その頃観戦ツアーと呼んでいたのか、応援ツアー

と呼んでいたのかちょっとわかりませんけれども、そ

ういう時代でした。私の会社が本格的にツアーを始

めたのは 97 年のフランスワールドカップの予選からで

す。加茂さんが更迭になったりした予選の最後がジョ

ホールバルです。先ほど鈴木さんがインターネットの

普及と 20 年を対比させてお話しされましたが、その

頃の観戦ツアーの受付はインターネットではなく紙でし

た。ジョホールバルの試合が決まったのが土曜日、
カザフスタン戦の次の週の週末にジョホールバルで

試合があったんですね。土日明けて月曜の朝から電

話が鳴り止まなかったのを覚えています。その時代は

完全に紙と電話で受け付けていた状態です。そして

2002 年の日韓のワールドカップ、この頃は紙媒体と

インターネットと両方やってました。会社的にもちゃ

んと取り組み始めたのはその頃です。2006 年のドイ

ツの時は、完全にイ

ンター ネットだ け。
今はインターネットだ

けで、たまに見られ

ない ので紙を送って

くださいと言 わ れる

と、スタッフがプリン

トして送っているとい

うような状態です。

　97 年の時点では既に観戦ツアーという言葉が存

在し、私たちも使っていましたし認知されていまし

た。そのころは代表チームの観戦ツアーで、当然 J

リーグも国内はやってましたけどそのほかの海外のツ

アーはいつから始まったのかと考えると、特定クラ

ブの試合を海外に見に行こうというのは、98 年のフ

ランスで活躍したヒデがペルージャ行ったときだっ

たと思います。98-99 シーズンですね。このときの

ペルージャに行った人は 200 人くらいいると思いま

す。びっくりするくらいの数なんですけどね。その

頃は 20 人とかで 1 つのグループで行っていました。
今はインターネットが普及したということがあります

けれども、ドイツ、イングランド、イタリア、スペイ

ン、この 4 大リーグに関しては全部の節を設定して、
お客さんが自分の都合に合わせて見たい試合に合わせ

ていくというスタイルになっているので、大きいグ

ループで行くというような事はほとんどないような状

態です。ただクラシコとかは 2、30 人集まるという

感じになりますし、CL は 3、40 人で行っているとい

うような状況です。20 年前と今とではスタイルも違

うし募集方法も全然違うというのが私の感じた 20 年

と + 5 年くらいです。 
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中 塚  第 1 部ではサロンが歩んできた 20 年をいろ

んな角度で見てきましたが、第 2 部は、これから開

催される 2 つのメガイベント、2019 年のラグビーワー

ルドカップと 2020 年の東京オリンピック・パラリン

ピックを中心に取り上げていきます。

2019 年ラグビーワールドカップの概略
（嶋崎雅規氏）

嶋 崎  サロンで理事をやらせていただいております嶋

崎と申します。サッカー関係の方が多い中で、私はどっ

ぷりラグビーです。中学 3 年生ぐらいからラグビーを始

めて、その後も高校・大学で、今は大学でラグビー指

導をしております。まず、画面の写真ですが 2015 年

9 月の「ブライトンの奇跡」と呼ばれている、南アフリ

カに勝った試合の後の日本代表の写真です。この時は

本当に盛り上がりました。2015 年ワールドカップです

ね。五郎丸のトライや最後の逆転のトライ、そして歓

喜の渦です。この年のトップリーグ、15-16 シーズン

は観客も非常に増えて、ラグビーもいよいよ 19 年に向

けて盛り上がってきたか、という勢いだったのですけれ

ども、1 年経ちますと 16-17 シーズンは観客動員が減

りまして、厳しい状態になっています。
　2019 年ワールドカップの概略について、ご存じな

い方が多分ほとんどだと思いますのでお話をさせて

いただきます。大会は 2019 年 9 月 20 日から 11 月

2 日にかけて、長丁場です。約 40 日以上かけて行わ

れます。出場は 20 チームです。試合形式は 5 チーム

を 4 プールに分け、総当たりで 40 試合行います。各

プール上位 2 チーム・8 チームでの決勝トーナメント

が行われます。3 位決定戦含め 8 試合、合計 48 試合

が行われるということになります。既に予選プールの

組分けが決まっています。プール A に日本は入って

第2部「これから」を語る
― 2020年を超えて
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いまして、このプールは、アイルランド、スコットラ

ンド、ヨーロッパ地区はほぼ決まっていましてルーマ

ニアだろうと予測されています。それからおそらくサ

モアが入ってくるだろうと言われています。
　プール B はニュージーランド、南アフリカ、イタ

リア、アフリカ地区からはおそらくナミビアが入って

くるだろうと言われています。敗者復活はヨーロッパ

の敗者であるスペインが上がってくるだろうと言われ

ています。
　プール C、これは 1 番厳しい組になっています。イ

ングランド、フランス、アルゼンチン、アメリカ地区

1 位はすでにアメリカが決定しています。オセアニア

地区 2 位はトンガが入ることが決まっています。プー

ルCがおそらく 1番厳しい死の組と言われています。
　プール D がオーストラリア、ウェールズ、ジョー

ジア、オセアニア地区 1 位のフィジーが既に決まっ

ています。アメリカ地区 2 位はおそらくカナダが入っ

てくると予想されています。予選を通過して出てくる

のは下の 8 チームだけですでに上位 12 チームは前回

大会の結果によって出場が決まっています。日本も前

回プール戦で 3 位以内、12 チーム以内に入りました

ので既に予選はなくここに入っています。
　これを全国 12 都市で開催します。札幌、岩手の

釜石、埼玉の熊谷、東京、横浜、静岡、愛知県の豊

田、東大阪、神戸、大分、熊本、福岡の全国 12 都市

で開催します。
　それぞれスタジアムも決まっておりまして札幌ドー

ム、1 番話題になっているのは釜石ですね、釜石鵜住

居復興スタジアム、震災の津波を受けた被災地の上に

新しく競技場を作ってここで競技を行おうということ

です。釜石はご存知の通り新日鉄釜石で有名なラグ

ビーどころです。熊谷ラグビー場は 24,000 となって

おりますが、ワールドカップ時には 6,000 の仮設ス

タンドを作って30,000人ということになっています。
　東京は味の素スタジアム、横浜は日産スタジア

ム、静岡はエコパ、豊田スタジアム、大阪は東大阪市

の花園ラグビー場、ノエビアスタジアム神戸、レベル

ファイブスタジアム、大銀ドーム、えがお健康スタジ

アム、というように競技場も既に決まっています。
　どの試合をどこでやるのかは、試合の収容人数とカ

テゴリが決まっていまして、開幕戦、準決勝、3 位決

定戦、決勝は 6 万人以上となっています。6 万人以上

は横浜だけなので、開幕戦は味の素スタジアムで行わ

れることが決定しています。決勝戦は横浜に決まっ

ています。そして日本とティア 1 のゲーム、ティア 1

と言うのは世界ランク 10 位以内のチームで、北半球

のイングランド、アイルランド、ウェールズ、スコッ

トランド、イタリア、フランス、南半球のニュージー

ランド、オーストラリア、南アフリカ、アルゼンチン

の 10 チームがティア 1 というふうに呼ばれているの

ですけれど、この国と日本の対戦の場合には 4 万人

以上の競技場でやりなさいと言うことで、おそらく日

本のアイルランド、スコットランドとの試合は大きな

スタジアム、豊田スタジアムとか札幌ドームで行われ

るのではないかと予想されます。
　キャンプ地はすでに公募が始まっていまして、実際

にチームが秋以降視察に訪れて、来年には決定するこ

とになります。公認のキャンプ地については滞在中

のチームの移動費宿泊費等に

ついては組織委員会で負担を

することになっていますが、
事前キャンプについては組織

委員会は関与しません。自治

体とチームが直接交渉して費

用についてもチーム負担とい

うことになっています。2015

年のワールドカップの時、
日本代表チームは、事前キャ

ンプはブリストル、そして公

認のチームキャンプ地として

は、ブライトン、ワーウィッ

クで行った実績があります。
実際に立候補しているのは 76

件です。この中からキャンプ

（左から黒崎氏、嶋崎氏、名方氏）
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候補地が選ばれ、チームの視察の後にキャンプ地が決

まるということになっています。
　さあ 2019 年のワールドカップに向けて日本ラグ

ビーはどうあるべきか。1 番大事なのは代表チームの

強化です。開催国が決勝トーナメントに残らない、実

は 2015 年イングランドは残れませんでしたが、そう

いう事は滅多にないわけです。最低ベスト 8 以上で

すね、これが条件になってきます。そのためにサンウ

ルブスというチームを結成してスーパーラグビーに参

戦をしています。
　もう一つはファンの増加です。観客でスタジアムを

埋め尽くさなければペイできません。開催国として赤

字になってしまいます。ですからラグビーファンを増

やすということが非常に重要で、トップリーグあるい

はスーパーラグビーのサンウルブスの観客増が重要

になってくるのではないかと思っています。それか

らジュニア層への普及です。スクールや中学生年代

の、ジュニア層への普及が非常に大きな問題になって

くると思います。もう一つは大学ラグビーの問題です

が、これは今日は省かせていただきたいと思います。
　では日本協会は何をやっているかと言いますとエ

リートプログラムです。男子についてはユースアカデ

ミー、中 3 から高 3 まで集めて行っています。それ

からブロックごとにトレーニングセンター、これは

サッカーと一緒です。トレセンシステムで高校 1 年

生、2 年生、U-17 でブロックトレセンを開催してい

ます。タレント ID プログラムと言って、高校 2 年生

から大学 2 年生を集めて、20 歳以下の世界大会、ジュ

ニアワールドチャンピオンシップに向けての U-20 の

チーム作りのためにやっています。それから女子の

ほうも中 3 から高 3 でユースアカデミー、ターゲッ

トエイジの育成強化に加えて、種目転向プロジェク

ト、大学生以降の陸上やバスケットをやっていた選手

をラグビーに転向させるというプロジェクトを行って

います。
　一方でディベロップメントプログラムとして普及の

活動もしています。学校への普及やラグビースクー

ル・ジュニアスクールへの普及です。要するに学校だ

けではなくて地域でラグビーをできるような受け皿を

作ろうとしています。小学生ではジャンボリーの大会

を開いたり、中学生でも全国大会が開かれるようにな

りました。
　そして 1 番大事なのは指導者の育成です。有資格

者をチーム登録時に義務化するというようなことも行

われています。JRFU 放課後ラグビープログラムとし

て、平日の放課後、学校やチームの枠を超えてラグ

ビーをする。主に中学生ですね。実は中学にラグビー

部があるところはほとんどないので、スクールで小

学校の時にラグビーをやっていたけれども中学でラ

グビーをする場がないという子たちの受け皿として

2019 年ワールドカップの開催都市 12 地域を中心に、
このようなプログラムを日本協会が展開しています。
　最後に、トップリーグの逆襲と言う、ネットで流

れている動画をご覧になっていただきたいと思いま

す。トップリーグの観戦者を増やすための動画で

す。ありがとうございました。

文京ラグビースクール（名方幸彦氏）

中 塚  なかなか 2019 年ラグビーのワールドカップ

について知る機会はないのですけれども、嶋崎さんに

ざっと説明していただきました。今日は日曜日です

が、実は毎週日曜日の朝から 11 時ぐらいまで、ここ

のグラウンドで文京ラグビースクールというのが展開

されています。私も日曜日に DUO リーグの試合をす

ることが多いのでよく立ち会うのですけれども、まさ

に話がありました 2015 年のワールドカップあたりか

らものすごく参加者が増えているというのを目の当た

りにしています。その中心になって展開されている名

方幸彦さん、文京ラグビースクールについてお願いし

ます。
名 方  文京区に住んで 20 数年になりますが、2001

年に NPO 法人文京教育トラストを設立しました。私

が 49 歳の時です。その当時から人事コンサルタント

を、今も細々とやっておりますけれども、地域を変え

ないと日本は変わらないだろうと非常に高い理想を掲

げて、この文京区の地域でずっとやっております。ま

た文京ラグビースクールを 2013 年に、山手線の中で

は 2 番目ですが、小石川高校ラグビー部 OB、筑波附

属校ラグビー部 OB, そして東大ラグビー部 OB 中心

に立ち上げました。まだ 4 年目ですが、今日も筑附

のグランドをお借りして 8 時半から 11 時まで、102

人の幼児、小学生から中学生まで、スタッフコーチが

34 人、で実施したところです。
　サッカーと違うところは 2 つくらいあって、まず

やたらにスタッフが多いこと。大体 5 人に 1 人くら

いのコーチですから手がかかる。もう一つは、ほとん

どの人がボランティアです。サッカーの場合だとプロ

コーチだけでなく、スタッフの経費を払いますが、も

ちろんラグビーもプロの人がいるのですが、日頃の運
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営をしているのはほとんどボランティアのスタッフで

す。これが大きな違いかなと思います。
　中塚先生との出会いは、今から 17 年ほど前で、最

初は少年サッカークラブでした。隣のグランドでやっ

ていたら声かけていただいて、サロンに入ったという

ようなきっかけでした。
　本日言いたいことは 5 分しかないので一つです。
　おそらく 2020 年ではなくて 2022 年、大きく時代

が変わると思います。なぜ変わるのかと言うと、今日

の参加者を見るとシニアの人、私に年齢の近い人が多

いですね。ひとつテストをしてみましょう。1868 年

に何がありましたか ?

客 席  明治維新。
名 方  では若い学生の人、1945 年は何ですか ?

客 席  終戦 ? 敗戦 ?

名 方  では 1945 から 1868 を引くと何年ですか ? 

暗算の強い人、答え出ました ? 答えは 77 年です。
じゃあ 1945 に 77 を足すといくつになりますか ? 

2022、そうなんです。2022 年。2022 年が大きな転

換期になると想定します。例えば、私が 18 歳の時、
18 歳人口いくらだったかってご存知ですか ?1960 年

頃約 200 万人いたんですよ。今は 18 歳人口どれくら

いだと思いますか。100 万ちょっとで半分です。文

京区のデータを見ると小学校 2 年生まではずっと増え

ています。しかし小学校 2 年生から以降はぐっと減っ

ています。という事はあと 5 年間は小学校は増え続

ける。だけどその後はずっと減ります。
　人口が減ることに対してどうやっていくかが大きな

課題です。私の現状の回答は、会社人間が終わった人

をボランティアで活用できないかということです。私

は 50 歳から初めて 17 年経ちました。2022 年まで

やれるかどうかわかりませんけれども、もうちょっと

頑張りたいなということで、今日は貴重な 5 分をい

ただいて、ありがとうございました。

 港ラグビースクール（黒崎祐一氏）

中 塚  名方さんからはお手元にビヨンド 2020 と

いう資料が配布されていますので後ほどご覧くださ

い。ここまではあらかじめお願いしていた指定発言者

なんですが、黒崎さんから、今どういったことをされ

ているのかということをご披露いただけますか。
黒 崎  2014 年の 3 月にスポーツクラブの法人化を

語ろうということで、サロン 2002 に初登壇させてい

ただきました。港ラグビー協会会長で港区議会議員し

ております黒崎祐一です。
　どうすれば地域とスポーツがそして文化がつながって

いくのか、医療、福祉、介護、教育、子育て、いろんな

問題がある中でスポーツの優先順位は地域において非常

に低いです。場所もないです。ただ場所があれば、先程

の文京ラグビースクールもそうですが、私たち港ラグ

ビースクールでも日曜日、今日も子供たちとやっていま

す。火木の夜も小学校を貸してもらってトップアスリー

ト、元日本代表選手によるアカデミーができてます。
やっぱり場所が必要なんですね。これをどう作っていく

か、東京には場所がないけど人がいる。地方は場所はあ

るけど人がいない。これはどう解消していくかという事

はまさにみんなで考えていかなければいけない政治の問

題だと思います。ただ都心部にスタジアムがあれば、課

題はほとんど解決すると思います。
　働く人、住む人、訪れる人、それが一体となるまち

づくりはスポーツしかないと思います。私もここまで

ずいぶん時間もかかりましたが、これを日本のワール

ドカップのレガシーとして、そして日本オリンピック

のレガシーとなるように。港区には秩父宮と言う聖地

があります。これを残してしっかり日本のラグビーを

検証する場所を作っていこう、そんな活動しております。
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 掛川のサッカークラブ（伊藤 薫氏）

中 塚  先ほどワールドカップの開催地に掛川のエコ

パが載っていましたが、ちょうど掛川からお越しの伊

藤薫さん。その地域でサッカークラブをずっともう

20 何年、30 年ですか。やっておられます。むちゃ

ぶりとなりますが、掛川の様子とご自身のクラブの宣

伝も交えながらお願いします。

伊 藤  掛川から参りました伊藤と申します。中塚先

生との出会いは、JFA ニュースで、心理学とか社会

学がサッカーに入ってきたんだなと言うことにびっく

りして、一度お会いしたいなと思ったのがきっかけ

です。1997 年か 8 年頃だったと思います。それまで

は JFA ニュース、サッカーの機関誌のほとんどは大

会の結果とか、トレーニングメニューとかで、研究者

による社会学、心理学の記事はとても珍しくて、さら

に中塚先生の描いている将来的なビジョンであると

か、高校生・中学生がこうありたいなとか、指導者像

はこうだなというのが私の中でとてもヒットしたんで

すね。というのは、私は 35 年前にヤマハサッカース

クールで指導に携わっていました。
　当時オフトが日本に来て 2 年目だったと思うんです

が、ヤマハにおられて、日本のサッカーの指導者、
サッカークラブの理念とかがヨーロッパと全然違うと

いう話を間近に聞いていました。そのことと中塚先生

が書いているのが全く同じだったんですね。指導者は

ベンチで微笑みながら指導した方がいい。子どもた

ちは引退しない方がいい。クラブには必ず理念が必

要だ。企業の宣伝のためにクラブがあるわけではな

い。地域のコミュニティを広げるためとか、いろいろ

書かれている。
　直接聞いたり、中塚先生の本を読んだりして、ク

ラブを立ち上げたのは 1989 年です。立ち上げた理

由は、サッカーで飯を食いたいなと思ったことでし

た。今も志はスポーツを産業にしていきたい。それか

ら思想作りという二本柱なんですけども、スポーツを

産業にしていきたいと思いながらやってるなかで、い

ろんな壁に当たった時に、中塚先生に掛川に出張サロ

ンということで来ていただきました。公共性とクラブ

運営という大きなテーマでやっていただきました。
　まだまだ文科省とか学校とかではお金をいただいて

指導するのはおかしいというかナンセンスだったころで

すね。でも今は月会費 8000 円いただいて小学校のグ

ランドとか公共のグランドを使わせてもらっています。

会 員が 640 名で年 間

の売り上げが 7200 万

くらいで正規社員が 6

名、アル バイトが 18

名で、総勢 24 名くら

いで切り盛りしている

んですけど、目標は 1

億円を目指そうと。利

益は地域に還元しよう

と。事業に還元しよう

というのと、それから子どもたちにも還元しようという

ことでやっています。
　話は前後するんですけど、鹿島アントラーズの社長

から J リーグの社長になった大東和美さんが、鹿島の

理念は片手にそろばんで片手にロマンだ、この両方が

ないと社員のモチベーションも上がらないし企業とし

ての成長もないということを書かれていたのを随分昔

に読んだんですけど、今まさに私もそれをやっている

ところです。そろばんをはじけなかったらロマンなん

かでてこないし、ロマンばっかり追ってたら社員の満

足度も上がらないということで、その両面をうまくや

らないといけないということでやっています。
　突然に中塚先生の方から振られましたので、なんの

話をしていいか、取り留めもない話だったんですけど

僕はとても中塚先生に刺激されまして、今回も来させ

て頂きました。また今日、改めて会員にならせて頂き

ましたので、年会費 1 万円ということでよろしくお

願いします。

日本のオリンピック・パラリンピック事業 
（勝又 正秀氏）

中 塚  ありがとうございます。もう一つの大きなト

ピック、2020 年東京オリンピック、パラリンピックに

進めていきたいと思います。3 名の方にそれぞれ 5 分ず

つで、指定発言者としてお願いしてあります。まず、
勝又正秀さんです。日本のオリパラ事業のど真ん中に

いらっしゃる方で、スポーツ庁オリパラ課の課長さん

です。実はそれより前にこの学校でお会いしているの

が最初のつながりです。ではよろしくお願いします。
勝 又  スポーツ庁オリンピック・パラリンピックの

勝又です。私がここで中塚先生とお会いしたのは今か

ら 3 年前でした。筑波大学附属高校サッカー部の保

護者会でした。保護者会に行ったらやけに熱く喋って

いるオヤジがいるんですね。僕はもともとサッカー好

きですし、静岡で生まれてサッカーに馴染んで育った
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ということもあったので、非常に熱っぽいお話に感銘

を受けました。東京師範の話からはじまって、2 時間

ほどでしたが実りある時間でした。
　当時、私は単身赴任中で高松市の市役所に出向して

いました。高松市で何をやったかというと、カマタ

マーレ讃岐という J2 チームの非常勤の役員で、非常

に苦しんだころでした。本日お集まりの皆さんは相

当サッカーやラグビーに親しんだ方が多いようです

が、私自身はその市役所でかかわって過ごしたという

ことはあるんですけども、スポーツの仕事をしたのは

スポーツ庁のオリンピック・パラリンピック課が初め

てでした。入ったのは建設省庁という役所でした。そ

こで役人をやっているうちにスポーツ庁ができて人も

動かして、いろいろな役所から集まってきたスタッフ

の 1 人になりました。このサロン 2002 の理念がス

ポーツを通じて豊かな暮らしを実現するということな

ので、東京オリンピックの 2020 大会を通じて我々は

どんな暮らしを実現したいかということを、お話させ

ていただきたいと思います。
　東京オリンピック・パラリンピックが 2013 年 9 月

に決まりました。本当にうれしかったですよね。私も

まさか今こんな仕事をするなんて思ってなかったけれ

ども純粋にうれしかったです。それからちょうどま

る 4 年が経ちます。4 年経ったけど進んでいる感がな

いという印象を持っている方が多いのではないかと思

います。この間、東京オリンピック・パラリンピック

が誘致できたからというのが非常に大きいですけれど

も、2015 年にスポーツ庁ができました。新国立競技

場は、1300 億くらいでできる当初の計画が 2500 億

円くらいかかるというようなことになって、計画見直

しをしてだいたい 1500 億円でできることになってい

ます。最近の話題では、東京オリンピック・パラリン

ピックの総経費が 1 兆 3850 億円ということです。
これだけのお金が、さて将来に何を残していくか、

ということを我々は考えていかなければいけない。そ

れを説明できないと東京オリンピック・パラリンピッ

クの意味がないんだと思っております。そこで何かと

原点に立ち返ると、オリンピック憲章だと思うんです

ね。オリンピック憲章に「オリンピズムの根本原則」
と書いてあります。皆さんもご存知の方が多いと思い

ますけれども、最初に「オリンピズムはスポーツを文

化、教育と融合させ、生き方の創造を探求する」と書

かれています。まさにこのサロン 2002 で言っている

スポーツによって豊かな生活を実現するとういうこと

です。それから差別のない世界だとか、平和とかとい

うことがしっかり書かれています。特に今回、オリン

ピックとパラリンピックを並べて書いてあります。
1964 年大会は東京オリンピックという印象が強いん

ですけども、実際は第 2 回パラリンピックが東京で

行われました。パラリンピックが 2 回開かれる都市

は東京が初めてです。パラリンピックの意味を強調す

ることが2020年大会の重要な役割だと思っています。
　政府は役所なので、こんなものをつくるのです

が、オリンピック・パラリンピック基本方針という

ものをつくりました。レガシーが何か、どんなレガ

シーかということをしっかりと考えて、ここに書い

てあるように、共生社会だとか日本文化の魅力、国

際貢献等々といったレガシーを残していくというこ

とが 2020 年大会の重要な意味かと思っております。
私に与えられた題が何を残すべきかと言うことで、こ

ういったスライドを用意して参りました。64 年大会

のレガシー、もう皆さんご存知のようにこのようなこ

とです。国立競技場、日本武道館、あるいは敗戦から

の復興、新幹線、首都高速道路ということでハードの

部分が多かったんじゃないかなと思います。それから

体育の日ができて、これからみんなで広くスポーツを

やっていくというようになった、ということかなと思

います。
　2020 年度には残していくかというと、ここに書い

てあるように、今のわが国の置かれた現状を考える

と、東日本大震災からの復興ということが大きいです

ね。少子高齢化で社会保障費が増大し、そうはいって

も昔と違って国にもお金がない、そこでスポーツ庁が

できました。結論は明らかだと思います。2020 年大

会のレガシー、それは若者からお年寄りまでみんなが

スポーツをする社会、それはよくうちの上司の鈴木長

官も言うんですが、「スポーツをする人は健康で長寿

できる。それは医療費を削減してこれからの少子高齢

化、それから財政苦しい中で、我が国の持続可能性に
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つながるんじゃないか」と言うことだと思います。
それとパラリンピックだと思います。パラリンピック

を成功させて、共生社会、多様な人たちが生きやすい

暮らしやすい社会を作る、それがこの東京大会で残す

べきレガシーではないかなと思います。これは勝手な

問題提起なので、皆さんそれぞれ 2020 年大会が何を

残すべきかということは思い入れがあるでしょう。こ

のあと懇親会でもお話しさせていただければと思いま

す。どうもありがとうございました。

スポーツ庁の「競技力強化のための今後の
支援方針」など（川井寿裕氏）

中 塚  同じくスポーツ庁競技スポーツ課長補佐の川

井寿裕さんです。古くからいらっしゃる方にはお馴染

みの、サロンのレジェンドの 1 人です。toto の立ち

上げの頃、深く関わっておられましたが、巡り巡って

今のお立場からのコメントをお願いします。
川 井  サロンとは最初の活動の頃からお付き合いさ

せていただいています。toto（スポーツ振興くじ）の
立ち上げ時に当時の文部省におりまして、toto を通

じて、このサロン 2002 と出会いました。2000 年か

ら 2008 年にかけて名簿担当や、会費を徴収する会計

担当として、いろいろと一緒にやらせていただきまし

た。簡単に名簿担当と言っても、これがまた結構大変

で、単なる名前を五十音順で作成するというわけでは

なくて、読み物として名簿を作りたいというご意向が

あって、編集するのも大変

でした。
　先ほど勝又課長からは政

府が 2020 年東京大会に向

けて取り組んでいる全体の

状況をお話いただきました

が、私からはトップアス

リートの強化への取組状

況についてお話します。
トップアスリートの強化に

ついては、私どもが直接強

化をやっているわけではな

く、競技団体が強化活動を

行っていますので、競技団

体の強化活動をどうやって

サポートしていくか、どう

やって支援して行くかとい

うことをやっています。

　2013 年度以前、私は岡山大学の財務企画や、国

立青少年教育振興機構で青少年の体験活動などス

ポーツとは違う世界で仕事をしていたのですけれど

も、2012 年のロンドンオリンピックが終わった後の

2013 年に文科省に帰ってきました。役人は 2、3 年

で配置が変わるんですけれど、2013 年 9 月に東京開

催が決定したこともあり、私は現在まで同じ課に所属

して強化支援に関する仕事をしています。東京開催決

定以降、トップアスリートの強化に関する施策は凄ま

じいスピードで展開されてきており、これまでそれら

の取組に関わってきましたので、本日はその内容を簡

単にご紹介したいと思います。
　東京大会開催が決定した次の年の 2014 年にパラリ

ンピック競技を含む障害者スポーツの所管が厚生労働

省から文科省に移管され、オリ・パラのトップアス

リートの強化については文科省で一元的に取り組んで

いくことになりました。その後、トップアスリートに

おける強化・研究活動拠点の在り方について、オリ

ンピックの関係者とパラリンピックの関係者が 1 つ

のテーブルについて一緒に議論する会議を設置しま

した。これは、我が国のトップスポーツの強化をオ

リ・パラ一体で進めていくという方向性が決定した

歴史的な会議であったと思っています。2015 年には

この会議の最終報告を取りまとめ、NTC（ナショナル

トレーニングセンター）の拡充整備、既存の NTC と

JISS（国立スポーツ科学センター）のオリ・パラでの

共同利用、NTC と JISS の機能を統合強化したハイ

（左から川井氏、勝又氏）
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パフォーマンスセンターの構築などが盛り込まれまし

た。これを受けて、NTC の拡充棟は約 220 億円の予

算をかけて整備することが認められ、2020 年東京大

会の約 1 年前には利用できるよう、現在着々と整備

を進めています。また、2015 年には、補助金、国の

直轄経費、スポーツ振興基金などからの様々な強化の

ための経費が「競技力向上事業」として一元化されま

した。もちろん、長年関係者から待望されたスポーツ

庁の発足は歴史的な出来事でありました。
　2016 年にはリオ大会が開催されましたが、本日お

話ししたいのは 10 月 3 日に制定された「競技力強化

のための今後の支援方針」、いわゆる鈴木大地長官に

よる「鈴木プラン」です。このプランは 5 つの柱か

ら構成されており、オリ・パラ一体、夏季競技と冬季

競技共通で進めていくこととしています。その中で

も 1 番重要なのは、「中長期の強化戦略プランの実効

化を支援するシステムを確立」するということです。
2020 年東京大会を成功させるためには、日本選手の

活躍が必要不可欠でありますが、それだけではなく

て、2020 年までに 2020 年以降を見据えて強力で持

続可能な支援体制をいかに構築するかということに着

目しています。
　先ほど「レガシー」という話がありましたけれど

も、2020 年東京大会が終わった時に、強化の面でも

きちんとしたソフトレガシーを残していこうというの

が大きな目標の 1 つです。これには、まずしっかり

と強化戦略プランを競技団体が策定し、それを実践し

て、見直して更新していくという PDCA サイクルを

構築することが重要ですし、各競技団体と JOC（日本

オリンピック委員会）、JPC（日本パラリンピック委

員会）、JSC（日本スポーツ振興センター）が強化活動

やその活動を支援する取り組みをバラバラにやるので

はなくて、協働チームとして強化戦略プランの策定段

階から一体になってやっていく、競技成績のみを強化

費の配分に反映させるのではなくて、今どういう取り

組みを行っているのか、そして 4 年後、8 年後の将来

に向けてその取り組みをどうつなげていくのかという

プロセスや取組を積極的に評価して、強化費等の資金

配分や集中的・重点的に実施する事業の対象競技の選

定等に反映させていこうというシステムを構築し、
2020年以降も引き継いでいくということが重要です。
　そして、2020 年東京大会に向けた戦略的支援とし

て、2018 年までは「活躍基盤確立期」として全ての

競技のパフォーマンスが上がるように支援していく

こととしていますが、2019 年から 2020 年にかけて

は「ラストスパート期」としてメダル獲得の最大化に

フォーカスして一定の選択と集中を図り、強化支援を

柔軟かつ大胆に重点化することとしています。2020

年東京大会の開催は、強化の面においても非常に重要

な機会となりますが、2020 年以降をしっかりと見据

えて取り組んでいくことが重要と考えています。本日

はありがとうございました。

スポーツを通した国際貢献「Sport for 
Tomorrow」（岸 卓巨氏）

中 塚  こういう説明を国の省庁に勤めておられる方

から直接聞く機会というのはなかなかないと思いま

す。では 3 人目、川井さんから会計とか名簿とかを

受け継いだ岸事務局長です。スポーツ・フォー・トゥ

モロー・コンソーシアムの事務局でスポーツを通した

国際貢献に関する仕事をされています。
岸  サロン 2002 の事務局長を務めています岸と

申します。今 31 歳ですが、中塚理事長と出会ったの

は私が都立小石川高校に通っている時に DUO リーグ

に選手として出場していたことがきっかけです。当

時、審判講習会の運営を手伝ったり、DUO リーグに

選手だけではなくて事務局という立場で関わらせてい

ただくようになりました。その中でサロン 2002 とい

うのがあるんだということを教えていただき、川井さ

んから名簿・会計担当を引き継いでからかれこれも

う 16 年ですね。このサロン 2002 では毎月月例会と

言うことでいろいろなテーマで様々な方をお呼びして

お話をしていただいていますが、その中であまりサッ

カーになじみのない国、例えばバヌアツやケニアなど

の名前が時々出てきますが、それは私の方でお話させ

ていただいております。大学時代からスポーツをツー

ルにした社会課題の解決に非常に興味があってバヌア

ツ共和国と言うオーストラリアの近くの島国でホーム

ステイをしたり、大学卒業後は東日本大震災のボラン

ティアをやったり、ケニアで青年海外協力隊として活

動しておりました。例えば東日本大震災のときには歌

津中という南三陸の中学生と東京の中学生の交流試合

をしまして、そこにもサロンの皆さんにご協力いただ

きました。あるいはケニアで活動している時は私は現

地の児童鑑別所で窃盗から殺人まで様々な子どもに対

してスポーツを教えたり勉強教えるという活動して

いましたが、サッカー大会を開催し地域住民を集め

て、そこで環境や健康などについて考えてもらうイベ
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ントもしておりました。協力隊はなかなか現地で活動

する費用はないんですが、クラウドファンディングな

どいろいろな形でサロンの皆さんにご協力いただきま

した。
　スポーツ開発学やスポーツを通した途上国支援の分

野で、この 20 年を振り返りますと国連でも「ミレニ

アム開発目標（MDGs）」が 2000 年に作られ、2015

年までの目標としてスポーツで何ができるのか国連

の中でも語られるようになりました。例えば教育に

関しては、学校でスポーツをやる機会を設けること

でスポーツが楽しくて学校に来る生徒が増えるであ

るとか、例えば SONY さんであればガーナあるいは

コートジボワールでワールドカップの時にパブリック

ビューイングを開いて人を集めて、そこで集まった人

たちに予防接種をしたりだとかエイズの検査をした

り、そういうような世界の開発目標とスポーツを結び

つけた活動が行われています。その中で今 2030 年に

向けて MDGs から「持続可能な開発目標（SDGs）」
に目標が移ってきております。国連でもこんなことが

語られておりますが、日本でも世界の動きに合わせて

「スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）」という事

業が進んでおります。
　この事業は、勝又課長のスポーツ庁オリンピッ

ク・パラリンピック課から我々日本スポーツ振興セン

ターが事務局を受託しています。SFT はオリンピッ

ク・パラリンピックの招致活動の時に安倍首相が、日

本がホスト国に選ばれれば、2020 年までに 100 カ国

1000 万人以上にスポーツの支援をします、というこ

とを掲げてスタートしたものです。目指すものとして

は例えばスポーツの普及、スポーツの用具がなくてな

かなかスポーツができない人

たちにスポーツの用具を提供

したり、日本でのトレーニン

グ環境を提供したり、あるい

は開発と平和のためにスポー

ツを使っていく、あるいはス

ポーツ交流を行っていくなど

が挙げられています。SFT を

推進するためのネットワーク

も作られ、現在 337 団体が加

盟し、毎月増えております。
サロン 2002 も 2016 年 1 月

に入会しています。サロン

2002 でどんなことやってい

るかと言いますと、例えばノ

ンボーダーフットボールプロジェクトという人種・性

別・年齢などを越えてサッカーを通してかかわれる機

会をつくるプロジェクトを行ったり、これは外務省が

発起人になったことですが、難民キャンプにサッカー

用具を送ろうということで DUO リーグあるいはサロ

ン 2002 のメーリングリストで呼びかけてボールやユ

ニフォームを提供しました。サロン 2002 では、ネッ

トワークを生かして、このようなスポーツを通しての

国際貢献も行っています。これまでサロン 2002 にか

かわらせていただいて本当に多くの方と関わることが

できました。これからもこのネットワークを発展・活

用していければと思います。

シンポジウムを振り返って

中 塚  皆さんから中身のある話を、みんな 5 分以内

という厳しいリクエストの中で展開してもらいまし

た。仲澤さん、宇都宮さん、鈴木さんに、これからと

いうところにも言及しながら今日 1 日を振り返って

いただけないでしょうか。
宇都宮  今日は皆さん長いお時間ありがとうございま

した。まず 20 年と言う振り返りで考えると、私がこ

の仕事を始めると言いますか、フリーランスになった

のは今からちょうど 20 年前でして、その 20 年とサ

ロンの 20 年は非常に重なります。逆に言うとサロン

との出会いがなかったら本を出すこともなかったで

しょうし、サッカーに携わる人との出会いがなかった

ら今まで仕事を続けることもできなかっただろうなと

思いました。そう考えるとサロン 2002 にはほんとに

お世話になりっぱなしで、今日はほんの少しは恩返し
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できたかなと思っております。20 年に一回と先ほど

中塚先生がおっしゃいましたので、次やるときは 40

周年ですか、先生そのときおいくつになられてます ?

中 塚  もう定年は過ぎてます。
宇都宮  私も 50 を過ぎて感じるのは、次の世代に何を

残すかということで、今日はレガシーという言葉が何

度も出てきましたけれども、今後はサロンもそうだし

私自身も、そっちのほうにシフトして行くべきなのか

なと最近よく考えます。まだまだこの仕事を続けるつ

もりでいますけれども何を残すかという事はこの国全

体が考えることだしサッカー界も考えることであると

同時にサロンとサロンのそれぞれの人たちが考えるべ

きなのかなということを改めて感じました。今日はど

うもありがとうございました。
鈴 木  今日はありがとうございました。貴重な機会

でした。スタッフの方々、設営も企画も資料も、行

き届いた準備をしていただきありがとうございまし

た。皆さんからも拍手をしていただけたらと思いま

す。今日は IT 技術の上澄みだけをお話ししましたけ

ども、仲澤さんもおっしゃられたように、これから世

界が大変なところに向かっていくと思います。世界の

人口がこのままが増え続けていくと地球 2 個分の資

源が必要になると言われています。2050 年にはそう

いう世の中が来る。つまり今のインフラやエネルギー

をものすごく効率的に使うこと、そのために知恵を集

めて技術をうまく使う必要がある。仲澤さんの話のも

うひとつの大事なことは、地方に人がいなくなる、そ

して世界的に人口増える一方で日本の人口が減ってい

くとき、例えばたくさんの人に合わせて作ったインフ

ラをこれからどう維持し、安全に、効率的に使ってい

くか ? これは本当に大変な話です。
　スポーツ界もそれと無縁ではなく、日本は長く「国

体文化」のなかでスポーツが振興され、競技場が作ら

れたりしてきましたが、作って数十年経って老朽化し

た競技場のインフラがこの先も大丈夫だという保証は

まったくありません。トンネルの崩落事故のような

悲惨な状況を招かないように、スポーツ施設も確実

に、しかも人手をかけないで維持・管理していかなけ

ればならない。いま、コンクリートの表面の画像から

中身の診断ができるといった技術がどんどん実用化さ

れています。これからの大きなスポーツイベントを控

えて、いろんな技術がいろんなところで使われる。
2020 年はそのショーケースのような意味合いがある

と思います。
仲 澤  私たちの世代（50 代）は「ゆでガエル世代」
でもあるそうです（日経ビジネス , 2016 年 8 月 8・
15 日号）。カエルが冷たい水から茹でられていると

気づいたときには茹で上がって死んでしまう。最初

からボイルドされているお湯であれば「あちち」と

言うことですぐに逃げるので生きていける（= 変化に

対応できる）と。この 20 年、気がついたら、ゆであ

がっていたら（= 時代に取り残されていたら）、本当

に周囲に迷惑な話だと思います。そのため、最近は自

虐的に「いま、傾聴ボランティアタイムになってな

い ?」などと、私の言っていることが 30 代とか 20

代の人たちの腑に落ちるのかを気にしながら、院生や

学部生と関わっています。今日のここまでの時間で

も「さすが中塚先生の DNA 的なところを基礎にした

ネットワークなんだなぁ」、（だ

から）「きれいにまとまらない

で当たり前なんだなぁ」とい

う感じで聞いていました。い

い意味で遠慮のない主張が交

錯し、新たに、より意味のあ

る主張を生んでいたようでし

た。率直なところ（ロジックが

後からついてくるようなデー

タ依存の研究が評価されない

頃に院生だった）中塚先生に

「ビックデータをセンシングし

て、アナライズして、云々…」
をわかるよう促すことは、私

にはなかなかできません。た

だ、ゆでガエルと揶揄しなが

（左から宇都宮氏、鈴木氏）
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らも、何とか若い人たちの役に立ちたいということ

は、いつも思っています。
　例えば「格差是正は誰の仕事 ?」みたいな課題に対

処していくことは、（実感はあまりないのですが、バ

ブルを謳歌したとされる）ゆでガエル世代の責任であ

るように思います。2020 年の東京五輪大会は大きな

夢を描けるものですが、五輪種目でない種目に対する

格差は誰が埋めてくれるのでしょう。五輪種目に入

れば、いろんなスポーツ財源の競争に参加できるけ

ど、そうでない種目は誰が面倒をみるのか、などとい

う課題はわが国のスポーツには重要です。先ほど、お

話にあった toto 助成を考えても、国際競技力の実績

や中長期のプランニングなど NF（国内統括中央競技

団体）の機能レベルがまさに問われていきます。それ

に呼応するように、NF間の格差は大きくなっています。
　例えば、サッカーの競技団体（JFA、J リーグ）は

1991 年の年間予算が 20 億ほどでしたが、DAZN（ダ

ゾーン）が来る前でも 300 億程度（DAZN 契約後は約

450 億）、25 年間で 15 倍くらい膨れたわけです。そ

うすると各都道府県にトレセンをつくっていこうと

か、女子やユースの強化を拡充しようとかができま

す。スポーツ・フォー・トゥモローの報告にあった、
スポーツの持つ力（社会的影響力）は、とても強いとい

うのも事実で、国連が掲げている理念に向かっての活

動（格差是正への取り組み）が進んではいますが、いつ

も気になってしまうのは、格差是正のアイディアがど

うやったら社会の隅々まで実行性を持てるのであろう

か、などというようなところです。こういう話が出来

るのも、このネットワークのよいところだと思ってい

ます。これからも勉強させていただきたいと思ってい

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。
中 塚  どうもありがとうございました。20 周年とい

うことで、どの 20 年を切り取っても多分激動の 20

年ということになるんでしょうが、やっぱり当事者

として関わってきているこの 20 年というのは何か特

別感があるなぁと、いろいろな面でね。そういうの

を改めて感じました。そして、このまとまらない感

で、集っているこの人たちっていうのが非常に魅力

的で、やっぱりこれがいろんな意味でパワーの源に

もなっているのかなと。こういうネットワークをこ

れからも大事にしていきたいと思います。これから

ずっと続けていくと、おそらく年齢幅がどんどん広

がっていくと思います。サロンに引退なし、生涯現

役。だからといって年寄りがいつまでも居座ると言

うことではなく、新しい人たちにいろんなことを委

ねながら活性化し、それでまたいろんな人たちのス

テーションとなって、困ったらサロンと言う感じで

いろんなヒントを出しながらもらいながら、これか

らスポーツを通しての豊かな暮らしに貢献していけ

ればと思います。長時間に渡りましたが以上でシン

ポジウムをおしまいにさせていただきます。どうも

皆さんありがとうございました。 



41

170827公開シンポ補足資料 
 

 3 

当日配布資料



42游 ASOBI  2018 April

20 周年記念シンポジウム「Before2002 After2020」第 2 部

170827公開シンポ補足資料 
 

 4 

 
第１部	 「この 20年」を語る－サロン 2002のあゆみとともに（案）（14：00～15：45） 
１）コーディネーター（中塚）より 
	 本シンポジウムの背景、進め方を共有した後、サロン 2002の 20年をざっと振り返ります。 
２）演者①	 仲澤 眞	 Jリーグ観客調査から見えるもの－「みるスポーツ」の 20年 
社・心グループ時代から取り組む「Jリーグ観客調査」を通して、Jリーグの誕生が「みるスポーツ」
をどう変えてきたのか、いま何が起きているのかを考察します。クラブ・リーグやスポンサーの取

り組み、ファンの性格、そして「ライブスポーツとメディアスポーツの融合」について言及します。 
３）演者②	 宇都宮 徹壱	 ファインダーから見えるもの－地域スポーツの 20年 
日本が初めてワールドカップに出場した 1998年の『サポーター新世紀』（勁草書房）。2002年 FIFA
ワールドカップは各地にレガシーを残しました。それが 2002年以降、どのように展開し、いまにつ
ながっているのか。J2、J3、JFL、地域リーグ、都道府県リーグに属する選手やクラブの取材を通し
てみえるものを取り上げます。 

４）演者③	 鈴木 崇正	 IT技術とスポーツの変遷－ネットメディアの 20年 
20年前、すでに商業利用が一般化していたインターネットは、IT技術の進化によって、ネットにとど
まらない広範なIT技術やスポーツの各分野と関わりを持つようになりました。この20年の変化を概観
することから、情報発信の多極化やコンテンツの多様化が進んでいったこと、そしていまAI・IoTに
よるデータの価値の飛躍的増大が2020年後のスポーツや社会に与えるインパクトについて、参加の皆
さんとともに考えるきっかけをご提供できればと思います。 

５）演者④中塚 義実	 指導現場から見えるもの－「するスポーツ」の 20年 
	 まずは 1987年度から 30年間続けている筑波大学附属高校における“定点観測”で感じた高校生の
質の変化を「コミュニケーション」の観点から考察します。次にユースサッカーリーグの立ち上げ

から全国に広がるまでの事例を紹介します。思い切り“遊ぶ”ための取り組みが、公認化にともな

い指導者の“遊び心”が失われていく様子、それが「アートとの融合」につながっていったことな

どを紹介します。 
６）ディスカッション 
指定発言者として本多克己氏（(株)シックス）から「U-18フットサルの 20年」、佐藤一朗氏（靴創
家）から「スキンプロジェクト」についてご紹介いただきます。最後に徳田仁氏（(株)セリエ）か
ら「観戦ツアーの 20年」について述べていただき、第 2部につなげます。 

 
第２部「これから」を語る－2020年を越えて（16：00～17：00） 
	 指定発言者からコメントをいただき、会場全体で意見交換します。 
１）2019年ラグビーワールドカップに関係して 
・嶋崎雅規氏（国際武道大学）…2019年ラグビーW杯の概要 
・名方幸彦氏（NPO法人文京教育トラスト）…文京ラグビースクールの取り組み 
２）2020東京オリンピック・パラリンピック関連 
・勝又正秀氏（スポーツ庁オリパラ課長）…2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて  
・川井寿裕氏（スポーツ庁競技スポーツ課長補佐）…競技力強化のための今後の支援方針について 
・岸卓巨氏（SFT事務局） 
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◆仲澤眞（筑波大学体育系准教授） 
スポーツの文化性やスポーツの公共性・公益性に配慮したスポーツマーケティング研究に取り組んで

いる。日本サッカー協会、日本プロサッカーリーグ、日本ラグビーフットボール協会、日本体育協会等

との共同研究を基盤に、研究のフィールドは、サムライブルー、なでしこ、ユニクロキッズサッカー、

Ｊリーグ、ラグビー日本代表、日本スポーツマスターズなど、多岐にわたる。 
編著書に『現代スポーツのパースペクティブ』（大修館書店）、『スポーツプロモーション論』（明和出

版）、『スポーツイベントの展開と地域社会形成』（不昧堂出版）など。この秋に編著『よくわかるスポ

ーツマーケティング』（ミネルヴァ書房）が刊行される。 
 
 
◆宇都宮徹壱（写真家・ノンフィクションライター） 
東京藝術大学大学院美術研究科修了後、ＴＶ制作会社勤務を経て、97年にベオグラードで「写真家

宣言」。以後、国内外で「文化としてのフットボール」をカメラで切り取る活動を展開中。 
著書に『ディナモ・フットボール』（みすず書房）、『股旅フットボール』（東邦出版）など。『フット

ボールの犬	 欧羅巴 1999－2009』（同）で第 20 回ミズノスポーツライター賞最優秀賞、『サッカーお
くのほそ道』（カンゼン）で 2016サッカー本大賞を受賞。近著『J2&J3漫遊記』（東邦出版）。2016年
より宇都宮徹壱ウェブマガジン（WM）を配信中。http://www.targma.jp/tetsumaga/ 
 
 
◆鈴木崇正（NECマネジメントパートナー㈱シニアエキスパート） 

1990年代中頃よりサッカー書籍を編集する一方、草創期のインターネットメディアでコンテンツを
制作。1997～2006年、サッカー専門インターネットマガジン「Soccer Click」編集長。日本代表、ワー
ルドカップ予選、欧州サッカーなどを題材に、書籍とWEBを横断するコンテンツを企画・制作。 
現在、NECの提案活動やブランディングに従事する傍ら、社会人スポーツ取材や、音楽誌への執筆

など活動中。 
 
 
◆中塚義実（NPO法人サロン 2002理事長／筑波大学附属高校教諭） 
	 1987年の着任以来、同じ学校で保健体育科教諭・蹴球部顧問として高校生の指導に当たる。いまは
高校 2 年生（127 回生）の担任（学年主任）。前身の「社・心グループ」時代から NPO 法人化した現
在に至るまで、サロン 2002とともに歩みながら「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」に
取り組む。 
筑波大学蹴球部同窓会茗友サッカークラブ理事長、全国高体連研究部活性化委員長、東京都サッカ

ー協会フットサル委員会ユース（2種・3種）部会長など。著書に『少年のためのサッカー入門』（長
岡書店）、『日本のスポーツ界は暴力を克服できるか』（かもがわ書店）、『運動部活動の理論と実際』（大

修館書店）など。 
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青山 啓二 安藤 裕一 安藤 悠太 石原 壮介 伊藤 薫

上田 裕子 宇都宮 徹壱 宇都宮 晴子 大河原 誠二 大串 哲朗

大坪 由里子 小栗 純二 小澤 圭史 春日 大樹 春日 良一

片上 千恵 勝又 正秀 金子 正彦 川井 寿裕 川島 大悟

川名 紀義 岸 清馨 岸 卓巨 北原 由 木村 康子

木村 亮太 国島 栄一 黒崎 祐一 小池 靖 香西 武彦

糀 正勝 小堀 俊一 小松 章一 佐々木 瞭 笹田 健史

笹原 勉 佐藤 一朗 嶋崎 雅規 白井 巧 鈴木 崇正

鈴木 稔 高島 正暉 田中 俊也 張 寿山 寺田 次郎

遠山 諒 徳田 仁 内藤 裕志 長岡 茂 仲澤 眞

名方 幸彦 中塚 義実 中西 優子 中村 秀行 中村 年秀

中山 さとこ 平井 喜郎 平峯 佑志 細貝 貞夫 本多 克己

政岡 恭 松下 徹 皆川 宥子 村林 裕 室田 真人

茂木 龍五郎 守屋 佐栄 守屋 俊秀 矢野 裕之 山内 直

湯浅 浩志 吉原 尊男 脇坂 大陽 和田 弘 渡邉 周平

 (敬称略）

シンポジウム参加者一覧
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会場で参加者にご回答いただいたアンケートの感

想・自由意見の中から、シンポジウムの内容に関する

ものをご紹介いたします。

■「20 年でくらしはゆたかになりましたか」とい

う問いかけを明日の糧として、いろんな「仕掛け」

につなげていきたいものです。

■各情報は短かったが内容としては有意義だった。

■途中参加でしたが有意義な時間となりました。あり

がとうございました。

■自分の関心分野である J と地域振興、クラブ、サ

ポーター文化、ファンコミュニティなどのリアル

なお話をきくことができ、大変勉強になりました。

■知らない頃の興味深いお話など盛り沢山で濃い時間

となりました。大変充実していましたが、20 年の

間に変化した " アスリート目線 " での話があっても

面白かったかと思います。ありがとうございまし

た。

■プロや広告産業に気は使うべきだが、アマチュアも

技術や戦術を追える環境が欲しい。

■継続は力なり。サロン 2002 の 20 年を振り返り、

今日まで継続してこられた皆様の努力には頭が下

がる思いです。過去の中から今日の立ち位置を理

解し、明日の展望を語るこのような場が、今後も

増々発展されていくことを祈っております。中塚

先生には今後とも皆さんを引っ張っていって下さ

い。スタッフの皆様ありがとうございました。

■今後のご発展を祈念申し上げます。ラグビーも頑張

ります！

■障害者サッカーの現場をみてまわっています。今後

のテーマについてとり上げていただければと思い

ます。ありがとうございました。 

■岸さん、お声かけいただき、とても嬉しく、有意義

な時間をありがとうございました。

■今回は、時間の関係で後半部分が参加できませんで

したが、とても興味深い内容でした。次回もお声

かけ頂けるのであれば、是非参加したいです。

■お 1 人ずつの時間が短くてもったいない気がしま

すが、一方でこれだけ様々な内容の話題を聞くこ

とが出来て面白かったです。20 周年おめでとうご

ざいます。今後ともご盛会をお祈りします。 

■ご無沙汰しております。ご案内をいただきありがと

うございます。理念をかかげて 20 年、素晴らしい

です。

■ 2020 以降の取り組み、何を考えるべきかについ

て、オリパラに関することも全体的にもう少し聞

きたかった。 

■オリパラのレガシーも日本社会の「スポーツ文化」

の欠如をどうするかが大切な気がしました。貴重

な話が伺えて楽しい時間でした。

スポーツ振興くじ toto  

賛助団体
株式会社 EN( フットサルショップ RODA)

株式会社 GMMS ヒューマンラボ 

株式会社シックス

テープ起こし 佐々木 瞭 他

シンポジウム報告編集・校正　
安藤 裕一　　川名 紀義　　木村 康子　　笹原 勉

中塚 義実 

参加者アンケート

シンポジウムにご支援いただいた方々
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プロローグ

このたび、「観戦ツアーの 20 年」（観戦の物語）と
いうテーマで寄稿させていただくことになりましたス

ポネットサロン会員の徳田です。
しかし、物語のスタートは 20 年では少し足りずさ

らに 4 年ほど遡ります。
24 年前…1993 年…この年はサッカー界にとって

も私個人にとっても激動の年でありました。
5 月 15 日 : 日本プロサッカーリーグ「J リーグ」が

開幕

7 月 28 日 : 私の前職の会社（スキーツアーの大手

だった）が倒産

10 月 28 日 : ドーハの悲劇（ワールドカップ USA 

1994 アジア最終予選　日本 2-2 イラク）
11 月 22 日 : 株式会社セリエを設立

今思えば、まさに日本のサッカー界がアマチュアか

らプロに、ワールドカップが夢から現実に近づいてき

たそのタイミングで会社を立ち上げたのでした。

観戦ツアーの始まり…ドーハの悲劇とその後

日本代表を観戦しない「観戦ツアー」としては、日

通旅行（日本通運の旅行部門）が 1982年ワールドカッ

プ・スペイン大会から、1992 年ヨーロッパ選手権ス

ウェーデン大会からツアーを企画しています。私の見

解では観戦ツアーの老舗 No1 は日通旅行だと考えて

います。JTB なども取り扱っていたと思われますが、
この時代の詳細は不明です。
では、日本代表を観戦するツアーの始まりはいつな

のか ? とうことですが、その前に日本代表のサポー

ターと呼ばれる人たちはいつから応援活動を始めたの

でしょうか ?

私が知っている限り、1962 年 12 月の第 1 回三国

対抗戦をきっかけに設立された「日本サッカー狂会」

（俗称 : くるうかい）の面々ではないでしょうか ?

このような方々から始まり、J リーグができるまで

の長い間陽の目を見ることはなく地道に活動してきた

日本代表のサポーターが、初めてワールドカップの背

中を見たのが 1994 年アメリカ大会・アジア最終予選

だったと思います。
1993 年 10 月はまだ私が会社を立ち上げる前です

から、後に「ドーハの悲劇」と呼ばれる「日本対イラ

ク戦」が行われたワールドカップ・アメリカ大会・ア

ジア最終予選の観戦ツアーは実施しておりません。
当時の「観戦ツアー」…この言葉が存在していたか

どうかはわかりませんが…現地で観戦された方に話を

きいたところ現場となったドーハのアルアリ・スタジ

アムで観戦していた日本人の数は約 300 名。そのう

ち現地の日本人会が中心となって集まったドーハ在住

の日本人、およびカタール近隣の中東諸国から応援に

来た方たち（A 氏の証言 : 当時サウジアラビアに ODA

の仕事で出張していた…による）が約 80 名、日本か

らは日通旅行のツアーで約 200 名（B 氏の証言 : 当時

のツアー担当者）、JTB のツアーで約 20 名（C 氏の

証言 : 当該ツアー参加者）、その他は選手や JFA の関

係者で、応援グループとしては 15 名ほどの若者たち

（太鼓は持ち込んでいないがなにかをたたいて応援し

ていた）がいたそうです。
この試合の翌日、日本中がお通夜のようになったこ

とを今でも思い出します。そしてこの 3 年後、1996

年 3 月 24 日、U-22 日本代表が一足先に 28 年ぶり

の五輪出場を決めアトランタ五輪に出場しました。こ

の頃からは大手旅行会社を中心に多くの観戦ツアーが

造成されていったと思います。

フランスワールドカップ…観戦ツアーの定着

フランスワールドカップのチケット騒動を覚えて

いるでしょうか ?　すでに 20 年前の出来事となり 30

代以下の方は知らない方も多いのではないでしょう

観戦ツアーの20年
徳田   仁  （株式会社セリエ（観光庁長官登録旅行業第1849号）代表取締役）
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か ?

1997 年 11 月 16 日、日本代表がジョホールバル

でイランに勝利しフランスワールドカップ・アジアの

第 3 代表を勝ち取ったその勢いで、翌 1998 年フラン

スワールドカップには多くの日本人が現地に観戦に訪

れようとしていました。そのため旅行会社はワールド

カップ特需となり多くの会社が観戦ツアーを企画した

のです。しかし ISL 社（当時 FIFA 公式代理店で後に

倒産）が絡んだとされる空売りが横行し、特に初戦の

日本対アルゼンチン戦のチケットが手に入らず複数の

旅行会社会社がツアーを中止したのでマスコミを巻き

込んだ大混乱が起こりました。（この時の日本対アル

ゼンチン戦のチケットのダフ屋価格は 1 枚 36 万円で

した）
弊社も例外ではなく、オーダーしていたチケットが

届かず、現地で他社から買い直すことになり、二重払

いでかなりの損害を受けましたが、20 数名の規模だっ

たためなんとかツアーは催行しました。しかしこの

時、大手旅行会社は 1,000 人規模で集客していたの

で、高騰したチケットを買って催行した場合の損害を

考えると中止せざるを得なかったのだと思います。
この事件きっかけで老舗旅行会社●●旅行などでは

責任者が左遷されるなど、特に大手の旅行会社では

「サッカー観戦ツアー」はリスクが高い商品として認

識され、無理して手を出す価値はないとして力を入れ

なくなる傾向が発生しました。
そんな中、ワールドカップでの活躍を評価された

「ヒデ」こと中田英寿（当時ベルマーレ平塚所属）がセ

リエ A・ペルージャに移籍。1998-1999 シーズン開

幕戦でユベントスから 2 ゴールを奪う鮮烈なデビュー

を果たし「セリエ A観戦ツアー」に火が付きました。
ここから 2000-2001 シーズンにローマで優勝するま

で、セリエ A の観戦ツアーは弊社だけでも年間 300

名以上の参加者を集める商品に成長したのです。おそ

らく日本代表の試合やワールドカップなどの大会以外

のレギュラーシーズンを通じた「観戦ツアー」が定着

したのはここからだと考えます。また、ヒデの活躍は

大きく影響したと思いますし、当時WOWOW（1999-

2000 シーズンからはスカパー）でヨーロッパのサッ

カーリーグとしては唯一セリエ A が全試合中継され

ていたことも大きかったでしょう。
ただし、ブレイクしたのがフランスワールドカップ

のチケット騒動の後だったため、トラウマから観戦ツ

アーのユーザーはチケットに関して旅行会社を簡単に

は信用しなくなりました。「チケットは本当に大丈夫

なのか ?」などお客様からの問合せは多く販売には苦

労しました。「もし弊社のミスで観戦チケットが手に

入らなかった場合は旅行代金全額を返金します」とい

う但し書きは今でも弊社のホームページに記載してお

ります。

インターネットの普及…告知・募集方法の変
化

さて、この 20 年間で観戦ツアーに限らずツアーを

募集する媒体やその方法はインターネットの普及によ

り大きく変化しました。1997 年 11 月 8 日（土）、フ

ランスワールドカップ・アジア最終予選・B 組最終戦

（国立霞ヶ丘競技場）で日本がカザフスタンに勝利し

B 組 2 位が確定。アジア第 3 代表決定戦に進むことに

なりました。この試合は土曜日だったのですが、週明

け月曜日から弊社の電話は鳴りっぱなし。朝出社する

とすでに 4 回線ある電話はすべて赤ランプが点滅して

いて夜 8 時を過ぎるまでその状態が続きました。第 3

代表決定戦は 11 月 16 日でしたから中 6 日しかあり

ません。電話で問合せを受けて FAX・郵送による申

込受付と書類の発送…・当時のアルバイトまで総動員

で対応しましたがとても追いつきません。それでも何

とかこなすことができた約 80 名様のお客様をシンガ

ポール経由でマレーシア・ジョホールバルに運びまし

た。今ならばホームページに必要な情報を掲載すれば

電話が鳴り続けることもなく、申込も書類ではなくイ

ンターネット上の申込フォームから受付ることができ

るのでもっとたくさんの申込を受けられたかも知れま

せん。
一方、告知方法にも変化がありました。20 年前は

観戦ツアーの告知は雑誌に広告が主流で、弊社でも週

刊サッカーダイジェスト、週刊サッカーマガジン、
ワールドサッカーダイジェストなどの専門誌に定期的

に広告を出稿していました。また、この当時は広告を

見た方がそのまま問合せ・申込をしてくるため雑誌の

限られたスペースに多くの情報を記載する必要があり

ましたが、インターネットの普及とともに雑誌を見て

そのまま申込してくる方は少なくなり、雑誌を見た方

が、一旦ホームページを見に行って詳細な情報を確認

してから申込してくるようになったので、今では雑誌

にはメニュー的な広告を掲載しインターネットに誘導

するように作られています。そしてほとんどが検索エ

ンジンなどを通じて直接ホームページにアクセスして

くるようになりました。
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他の面からみても観戦ツアーという分野の旅行を取

り扱うにはインターネットは無くてはならないもとな

りました。例えばセリエ A 観戦ツアーのチケットの

手配には本人のパスポート情報（顔写真のページのカ

ラー画像）が必要なのですが、インターネットが無け

ればお客様とのデータのやり取りができません。もし

インターネットが利用できないお客様の予約を受付け

るとすれば、パスポートのカラーコピーを郵送しても

らい、こちらでスキャンして現地にデータを送るよう

になるため時間がかかり、間近の出発日の予約は受け

られないということになります。
この 20 年で観戦チケットそのものも変化しまし

た。ヨーロッパではシーズンチケットを中心に紙のチ

ケットからカード式のチケットに移行するクラブが増

え、プレミアリーグやリーガ・エスパニョーラでは高

いグレードの席の大部分がカード式に切り替わってい

ます。ただしカード式の場合は観戦後にチケットを回

収するため、観戦したお客様が記念にチケットを持ち

帰ることができなくなりました。少し残念ではありま

す。
また、E チケット（データを A4 サイズの紙にプリ

ントして入場の際に提示する）も増えており、ヨー

ロッパのワールドカップ予選やフレンドリーマッチな

どではほとんどが E チケット対応になっています。
先日行われた日本代表のブラジル戦（リール）、ベル

ギー戦（ブルージュ）も原則 E チケットでしたし、ク

ラブワールドカップも同様でした。日本で見かけない

のは「ぴあ」や「ローソン」など日本独自のチケット

流通システムが先行して確立されているからでしょう

か ? そのうち、ガラケーならぬガラチケと呼ばれる日

が来るかもしれません。

サッカー観戦ツアーの氷河期…ドイツから南
アまで

1993 年から 2002 年日韓ワールドカップを経て

2006 年ドイツワールドカップまでは観戦ツアーの発

展期であり、特に日韓ワールドカップでは多くの新し

いサッカーファンが誕生しました。
ヒデという絶対的なスターの存在も大きく、フラン

スワールドカップ予選からの日本代表戦は親善試合を

含めて完売するのが当たり前という時代が続きました。
ところが、ドイツワールドカップでジーコジャパン

が 1 分 2 敗で惨敗し、同時にヒデが引退。日本代表

人気は徐々に低下し、それまでは完売していたチケッ

トも売れ残るようになりました。2007 年には期待さ

れていたイビチャ・オシム監督が健康を害して退任し

岡田武史監督に交代。チケットが完売しない状況は続

き 2008 年 1 月 30 日の日本対ボスニア・ヘルツェゴ

ビナ戦（国立）では観客動員数は最低の 26,971 名を

記録。テレビ視聴率も低迷し番組制作に必要な広告収

入不足も懸念されるようになりました。加えてリー

マンショックによりサッカー界は経済的に大きな影

響を受けました。2009 年 11 月 18 日、アジアカッ

プ 2011 予選「香港対日本」（香港スタジアム）のピッ

チに弊社の看板が登場したのはそんな状況があったか

らなのです。「セリエフットボールネット」の隣りが

「ダンディハウス」…こんなことはもう二度と起こら

ないでしょう。
苦しい時期は続きましたが、しかし、2010 年 南ア

フリカワールドカップが開幕すると状況は一変しま

す。初戦のカメルーンに勝利しオランダには負けたも

ののデンマークに勝利して 2 勝 1 敗でラウンド 16 に

進み、日本代表はすっかり人気を取り戻しました。そ

の後の日本代表は人気をキープし現在に至りますが、
2006 年から 4 年間はまさにサッカー界の氷河期であ

り観戦ツアーの氷河期でもあったのです。

AFC チャンピオンズリーグからクラブワール
ドカップ

この原稿の締切り =11 月中旬が近づいてきたこ

ろ、浦和レッズが 10 年ぶりに AFC チャンピオンズ

リーグ決勝に進むことになり、アウェー（第 1 戦 : 対

アルヒラル）のサウジアラビアのツアーを再び企画す

ることになりにわかに忙しくなりました。再びとい

うのは 9 月 5 日のロシアワールドカップ・アジア最

終予選・最終戦でサウジアラビアへのツアーを苦労し

て催行したばかりだったからです。招聘状やビザ（査
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証）取得の準備など、他の国であれば何も問題なく手

配できるのに「なぜまたサウジなんだ !」と愚痴をこ

ぼしつつ時間が過ぎていったのですが、結果はなんと

優勝。FIFA クラブワールドカップ UAE2017 に出場

することになったのです !

優勝が決まったのが 11 月 25 日（土）、そしてクラ

ブワールドカップの浦和レッズの初戦は 12 月 9 日

（土）。またまた、新たなツアーの企画が必要になり

ました。ただし、12 月 9 日の試合を観戦するには 12

月 8 日に日本を出発するのですが、書類等の発送の

ため、その 1 週間前には締切らねばならないので募

集期間は 11 月 27 日（月）から 30 日（木）までの 4 日

間のみ。急ピッチで準備して募集を行ったのです。
そして、4 日間の申込人数はなんと約 70 名。社内

はドタバタでしたが改めてサッカーファンのパワーと

浦和のすごさに驚かされました。ツアーの参加者数が

予想以上に増えたため、現地まかせにはできず私も急

遽出動することになり、原稿をまとめられないままア

ブダビに飛んだのでした。
レアル・マドリードとの準決勝に進めばさらに申込

が増えると期待していたところ、浦和は開催国王者 :

アルジャジーラとの 1 回戦でまさかの敗戦。5 位決定

戦にまわることになり、準決勝・決勝 /3 決を観戦す

る予定だったお客さんのうち 10 名ほどがキャンセル

になるというオチがついたのですが、こんなことは他

のスポーツではありえないことと思います。サッカー

観戦ツアー恐るべしという実例でした。
前段でツアーの募集方法の変化について触れまし

たが、旅行の目的となる大会への出場が決まってか

ら、たった 2 日で募集開始できるのはインターネッ

トの普及による恩恵に他なりません。
余談ですが、現在の AFC チャンピオンズリーグは

東アジアのクラブは決勝まで中東や中央アジアのクラ

ブと対戦することはなく、グループステージから準決

勝までほとんど日中韓 + 豪のクラブ同士の対戦とな

るため少々マンネリ化している感があります。日程や

移動距離の問題は残りますが以前のレギュレーション

のようにベスト 8 からはアジアのどこのクラブとで

も対戦するようにしたほうが楽しいと思うのは私だけ

でしょうか ?

観戦ツアーの今後

現在の海外観戦ツアーの目的は、ヨーロッパ・
サッカー（ヨーロッパのリーグ…プレミアリーグ、

リーガ、セリエ A、チャンピオンズリーグ等・・や

そこで活躍する日本人選手を観戦するもの）、日本代

表（ワールドカップ予選やフレンドリーマッチの観

戦）、J クラブ（AFC チャンピオンズリーグやクラブ

ワールドカップの観戦）をはじめ、ワールドカップや

EURO、アジアカップや五輪などのビッグイベント

（各年代のワールドカップ、アジア選手権、フットサ

ル等）を観戦するものなど多岐にわたっています。
また、以前は「弾丸ツアー」と呼ばれる滞在時間の

短いツアーが若者を中心に人気がありましたが、試合

の他にもせっかく訪れたその国やその都市での観光や

食事も楽しみたいという「スポーツツーリズム」への

広がりも見せています。今後はこの方向からのアプ

ローチも面白いと考えています。
一方、観戦ツアーの費用は東アジアや東南アジア

を除けば 10 万円を超えるため、ヨーロッパや中東へ

のツアーに参加できるのは年齢的にも 30 代以上が中

心になっていること、中でも 30 代後半から 40 代の

独身女性は自分のために使えるお金を十分持ってお

り、さらに休暇も取りやすいため近年シェアが増えて

います。また同じ理由でリタイアしたご夫婦が年に何

度も参加される件数も増えています。今や J リーグや

国内の日本代表戦の観戦は日常であり、アウェー（海

外）での経験は観戦ライフにおける必要かつ重要なア

クセントになっていると思われます。
今 後 の 観 戦 ツ ア ー の 課 題 は 20 代・30 代 の 若 い

層を金銭的な面でも逃すことなく取り込んでいくこ

と。興味深い試合や大会が増えてくれることはもちろ

ん、日常である国内の観戦からアウェーに出て行くこ

との楽しさを知らせてあげること、その手伝いをいか

にできるかということだと考えています。
来年 6 月に迫ったワールドカップ・ロシア大会で

は、大会期間中のビザが原則不要になりロシアへの渡

航手続きが楽になった反面、日本代表のグループス

テージ 3 試合がすべて地方都市での開催となり、国内

線での移動やホテルの確保という難しいハードルを超

えなければなりませんが、25 年間のノウハウや人脈

を生かしてツアーを成功させたいと考えています。ち

なみに弊社ホームページでは現在ワールドカップ観戦

ツアーの仮登録（アンケート）を行っておりますので

興味のある方は是非ご協力願います。 
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　過ぎ去った過去のことを人はどう振り返るのだろう

か ?

　ある人は成功、栄光、業績、名声、或る人にとって

は、失敗、挫折、汚点、懺悔。
　これから記すことは、今から四半世紀程前、アマか

らプロへと歴史の大きな舵を切った日本サッカー界疾

風怒濤の時代に、IT 業界に身を置いていた僕達がど

んなことを考え、どんなことにトライしたか ? とい

う赤裸々な告白。パソコンの急速な普及を始め、衛星

放送による多チャンネル化、そしてネットワーク配信

の世界へと、僕達の業界もまたテクノロジーとマーケ

ティングの大変革時代に突入していた。これらの出来

事はすべてもう過ぎてしまったこととして、僕の人生

メモリーからは消去されていたはずだったが、先日

のサロン 2002 に出席し、今回原稿依頼を受けたこと

で、サッカーに関するディレクトリをもう一度開けて

みようという気になった。過ぎてしまった過去は変え

られないし、変えようがない。そして後世の人がどの

ように評価するかも自由だ。何故ならあの時のあの出

来事は、紛れもない僕達の生き様だったから。

パート 1 : キーワード【広告宣伝活動】、【芝
生のグラウンド】

　当時、僕は某エレクトロニクスメーカーの広告宣伝

プロモーション担当の一課長。年間数十億円もの宣伝

予算の企画立案、決済と執行を任されていた。会社は

東証一部上場の指定銘柄になり、リクルート人気企業

ランキングでは 5 年連続理工系一位、文化系でもベ

スト 10 入りし、エクセレントカンパニーと持て囃さ

れた。しかもまだバブルがはじける直前の頃でもあ

り、一課長とはいえ、今思えば相当の自由度と権限を

与えられていた。
　そんな頃、一緒に仕事をしていた鈴木崇正氏と

は、サッカー及びスポーツ文化について熱い議論を交

わしていた。僕より若いのだが、サッカーに関する

造詣の深さと洞察力と情熱にはいつも感心するばか

り。僕もまた約 50 年前のメキシコ五輪銅メダルを知

る「サッカー小僧」であり、地域の少年サッカー団の

代表を務め、地元のグラウンドの芝生化に取り組んで

いた。時はまさに J リーグが緑鮮やかな芝生の絨毯の

上で開幕を迎えようとしており、緑の芝生の上で子供

たちにボールを蹴らせたいという僕の情熱というか

ファナティックな思いは他の親を巻き込み、周囲に伝

播し、様々な分野の専門家の協力を得、緑の舞台が作

られようとしていた。
　彼との議論で、自分達の仕事とサッカーとの結びつ

きを作ることはできないだろうか ? と考えるように

なったのは、当然の帰結だったのかもしれない。
　

パート 2 : キーワード【インターネット黎明
期】、【社内起業家】

　当時、インターネットは様々な可能性を秘めた画期

的な技術だったが、一握りの人間にしか使われていな

かった。世界中の人達がインターネットを活用してど

のようなビジネスが出来るかを考えていた。社内でも

たまたま新事業の種を探すべく、社内起業家募集があ

り、僕達が考えたサッカー情報の配信事業提案が、
二百近い募集案の中から採用され、ニューメディア事

業推進本部へ異動。コンテンツプロモーション部長と

して、全国の企業や自治体に、インターネットの可能

性と新しいビジネスへの応用を啓蒙するプレゼンや講

演会講師を勤めるなどして忙しく働いていた。
　J リーグのクラブや選手会、大手広告代理店、ゲー

ムメーカーにも、ネットを使った有料情報発信サービ

スやチケッティングシステムの提案を行ったが、その

意味、社会的意義、そして可能性を理解し、興味を示

してくれたのは、先日、急逝した元電通マン広瀬一郎

氏やほんのひとにぎりの人達だけだった。J リーグバ

サッカーをめぐる冒険
（新たなビジネスモデルを求めて）

湯浅  浩志 （日伊協会）
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ブルに浮かれていた関係者には、一人ひとりがスマホ

を持ち歩き、サッカー情報をやり取りする時代の到来

など、全くあり得ない空想話か少数のパソコンオタク

の戯言にしか映らなかったのだろう。
　今振り返りみればそれも無理らしからぬことだった

かもしれない。サッカーという「コンテンツ」はあっ

たが、当時の「ネットワーク基盤」は貧弱な状況であ

り、従量制接続料金のパソコン通信のチャットが主流

で、自動でメールや掲示板のメッセージを一気に受信

して、切断してから読むのが普通であった。常時接続

によるネットサーフィンを楽しむことが出来るようにな

るのはもっと後のこと。企業でも HP を持っているとこ

ろは少なく、ノウハウや作成技術、サーバー環境も自

前では持ち合わせていなかった。「端末」も今のよう

にスマホではなく、パソコンかゲーム機に限定されて

いた。そんな状況の中、当時の僕達のビジネスモデル

は、ネット接続料金収入、ネット環境の整備とHP 作

成請負と広告収入やスポンサー収入といったものだっ

た。「コンテンツ×ネットワーク基盤×端末」という成

功方程式には程遠く、、残念ながらまだ機は熟してい

なかった。つまり僕達は完全に先走っていたのである。
　サロン 2002 の前身である社心グループでの勉強会

に参加し始めたのはその頃のことで、僕達が考えてい

ることを検証し、新たな事業の可能性を考える絶好の

場のひとつであった。毎回、サッカー関係者の発表を

聴講し、その後の飲み会で談論風発の如く、熱い議論

をするのが楽しみのひとつだった。
　僕達は自ら範となるべく積極的なプロモーション施

策を打った。アンブロカップ（ユーロのプレ大会的位

置づけとしてイングランドで行われた大会で、現在の

コンフェデレーションカップのように、大陸間王者と

開催国で争われた）を取材し、アジアサッカー連盟の

プレス許可を得、マレーシアでのアトランタ五輪最終

予選、オーストラリアでの 10 人制ラグビーの大会、
仏ワールドカップ最終予選対韓国戦にソウルにネット

募集のツアーを企画した。そうした活動の中で、将来

を嘱望されていた田嶋幸三氏（現日本サッカー協会会

長）、大住良之氏や今は亡きジャンルカ・トト・富樫

氏を始めとするメディアの評論家や写真家の方々、
木村和司氏、金田 喜稔氏の元 J リーガー等、徐々

にサッカー関係者との人脈づくりが形成されていっ

た。あらためてご理解とご協力をいただいた皆様に感

謝の意を表したい。ネットを使ってサポーターの声を

集めた「もうひとつのワールドカップ」という書籍を

発行したのも思い出のひとつだ。

パート 3 : キーワード【BtoB or BtoC】【サッ
カーメディアの Esquire と草の根メディア】

　当時の僕の仕事ぶりは異常だった。コンテンツプロ

モーション部だけでなく、PC-VAN 事業推進本部の

営業部長として、二つの部に各々の机と部下と仕事を

抱えていた。毎日、夜になると別の職場で打ち合わせ

をし、一日二毛作と呼ばれる仕事振りだった。BtoB

の仕事と BtoC の違った仕事の十字架を背負うこと

が、徐々に僕にとって負担になっていく。
　BtoC 活動としては、「Soccer Cl ick」という Web

サイトを立ち上げた。サッカー界の「Esquire」を目

指し、ちょっとスノッブでちょっと意欲的な Web サ

イト。パソコン通信の 2 チャンネルとは対極的な位置

付けとして、大住氏を始めとする第一線で活躍されて

いるプロの方々に執筆を依頼した。これまでの TV 新

聞雑誌を中心としたマスコミとは違った視点と表現力

で勝負しようという志を持っていた。現在広く行われ

るようになった、試合後の記者会見全文掲載や野球リ

アルタイム速報技術などは、当時の仲間が開発したも

のだった。サロン 2002 からは中塚先生に連載記事を

依頼。新しいサッカーメディアを提供することで、宇

都宮徹壱氏や慎武宏氏といった新進気鋭の若手の発表

の場として、多少なりともささやかな貢献が出来たの

では ? と思っている。
　その一方で、文字通り「草の根メディア」として

自らの体験をもとに、「芝のグラウンドをつくろう !」
というブログを掲載し、情報発信と共有活動を行っ

た。まだブログという言葉さえ一般的でなかった時代

に、何とか多くの方にこの実情を聞いてもらいたいと

いう欲求を持つようになっていった。サッカーマガジ

ンからの取材やインターネット雑誌等に、何度か紹介

記事が掲載され、それがきっかけに講演会でのプレゼ

ンテータを努めた。
　BtoB では、POS レジのディスプレイ端末に、衛

星、通信回線を利用して情報提供するシステム「情報

流通卸」のコンセプトは大手コンビニに採用され、デ

ジタルサイネージの先駆的事例となる。しかし、この

物件受注が僕を股裂き状態に追い込むことになる。

パート 4 : キーワード　【前代未聞の内示取
消】【環境対応】

　ほどなくして、組織改正があり、BtoC を対象と
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する Biglobe への人事発令が行われた。サッカーを

仕事にするには願ってもない突然の発令ではあった

が、前記の BtoB 物件のシステムインの為には、僕の

部隊が必要であり、「責任を持ってこの物件を全うし

たい」と会社役員に内示取消の直訴をしたところ、
新たにニューメディア技術開発本部という部署が作ら

れ、部下と共に異動することになった。しかしこれが

ボタンの掛け違いの始まりとなる出来事だった。
　それからのことはあまりに色々なことがあり、とて

も書き尽くせない。上司との確執、新会社の設立によ

る部下の流出、組織の改編。。。。サッカーに関する仕

事をすることは出来なくなってしまった。僕はといえ

ば、元の上司からの強い要請により、環境管理部とい

う本社スタッフで環境ビジネスの仕事の立ち上げをす

ることになる。直接サッカーに関連した仕事は出来な

くなってしまったが、日本中に緑の芝生を広めたいと

いう芝生への情熱は変わらなかった。関係会社に自ら

出向を名乗り出て、今まで培ってきた経験と知識を活

かし、幼稚園、保育園、小学校に芝生提案を行い、
幾つもの事例を作ることが出来た。「校庭緑化」の機

運も高まり、ソフトサイエンス社より共同執筆で本を

上梓することも出来た。その後本社の宣伝部門に復

帰し、そこで数年間展示会関係の仕事をした後、56

歳で 2 年間の有給休暇（セカンドキャリア休暇）を取

得、イタリアの語学学校、大学に短期留学し、ワイン

の資格を取り、58 歳で早期退職、現在第二の人生を

謳歌している。

パート 5　キーワード　【ビジネスモデル】
【継続は力】

　かつて「現場主義」を始めとする日本的経営手法は

「ジャパン　アズ　ナンバーワン」と称賛された。そ

の後「低価格」を武器とする中国、韓国企業に日本企

業、特にエレクトロニクスメーカー各社は「選択と集

中」のもと、事業見直し、構造改革を迫られた。要は

人減らしのリストラである。一方、死に体だったアッ

プルが iPod で復活し、iPad、iPhone と立て続けに

ヒットを飛ばし、今や時価総額世界一企業へと躍進を

遂げ、Google、Amazon、Facebook の IT 新興企業

もベスト 10 入りしている。新しい企業が人々の生活

スタイルを変えてしまうようなサービスを生み出し､

社会インフラの一部となっている。どうも日本は「改

善」による積み重ねにより、「1 を 10 にすること」は

得意だが、「0 から 1 を生み出す」ことが苦手のよう

だ。Walkman が iPod になれなかったのは、優秀な

HW だけでなく、魅力的なコンテンツを束にして配

信する仕組みを思いつかなかったからだ。僕達はそ

れが分かってはいたが実際には出来なかった。何し

ろ僕達が目指していたのは、iPhone を使って、サッ

カー情報を Google し、チケットを Amazon で買う

Facebook であったのだ。
　ネットの出現により旧メディアの退潮ぶりは明らか

である。ファッションや百貨店を始めとする小売業界

は ZOZOTOWN、メルカリ、amazon、楽天に取っ

て代わられようとしている。タクシー業界は Uber、
ホテル業界は AirB&B の脅威にさらされている。既に

旅 行 は も う Tr ipAdviser、Booking.com や bloger

記事 抜きには考えられなくなった。スポーツ業界、
特に J リーグは DAZN の登場で、各クラブは財政的

に豊かになり、ユーザは J3 までの全試合を独占ライ

ブ中継。見逃し配信で全ての試合を観ることが出来る

ようになった。
　四半世紀前、僕達が構想していたことはほとんどす

べて実現されようとしている。僕達がしてきたことは

かなりアバンギャルドな試みであり、結果としては単

なる「くたびれ儲け」だったのかもしれない。しかし

すべてのものは最初からそのように存在しているの

ではなく、いくつもの先駆例や実験作や革新者がい

て、幾度もの成功と失敗を重ね、磨かれ、作り上げら

れていくものだ。Soccer Cl ick を始めとした一連の

活動は、すべて消滅し、何の形も残っていないが、僕

の心の中に邯鄲の夢として残されていた。僕の作った

地元の芝生のグラウンドは、歴代のお父さん方に引き

継がれ、今年も緑のグラウンドが維持されている。そ

して何よりも嬉しいことは、中塚先生を中心としてサ

ロン 2002 の活動が今もなお、継続して開かれている

ということだ。先生のご苦労を思うと感謝の念で一杯

になる。是非ともこれからも継続して発展していって

欲しいと強く願うばかりである。 
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「サロン 2002」 20 周年記念シンポジウム

　今年で「サロン 2002」が 20 年を迎えるというこ

とで中塚先生からご案内をいただき、今年の 8 月の

終わりに 20 周年記念シンポジウムが筑波大学附属高

校の桐陰会館で開催され、出席しました。「サロンと

出会ったのはいつ頃のことだったか…・・、随分と長

い時間が流れたなぁ」そんなことを考えながら、御護

国寺駅で降りて、サロンの定例会後いつもお酒を飲ん

で熱い議論を続けた中華料理店の前を通り過ぎ（当時

のお店の名前は「カリンカ」だったかな ? 名前は変

わっていましたね）、筑波大学附属高校へ向かう坂道

をゆっくりと上り、何とも言えない懐かしい気持ち

と、筑波大学附属高校周辺の雰囲気を思い出しながら

20 周年記念シンポジウムに向かいました。中塚先生

はじめ、当時サロンでお世話になった方々と久しぶり

にお会いでき、自分を含めて頭髪の状態で過ぎた時間

の長さを感じましたが、本当に楽しいひと時を過ごす

ことができました。皆様、ありがとうございました。

「サロン 2002」との出会い

　私がサロン 2002 と出会ったきっかけは、スポー

ツ振興くじ（ toto）でした。当時、私は文部省で toto

の立ち上げに関する仕事をしていました。toto は、
1998 年 5 月に「スポーツ振興投票の実施等に関する

法律」が衆議院本会議で可決成立し、その後 7 月に、
「スポーツ振興投票準備室」が文部省（2001 年 1 月

の省庁再編により文部科学省）に設置され、私はその

準備室に配置（私も含めて 5 名）されました。当時私

は係員（20 歳代後半）でしたが、省内の精鋭が集結

（?）され、上司にも恵まれたと今でもそう思っていま

す。当時は、教育を担う文部省が toto を所管するこ

とに対して批判する声が少なからずあったと記憶して

いますが、準備室に配置された我々には、新たに実施

されることになった toto 制度の構築に向けてやらな

ければならいことが山積していて、toto 制度の創設

の目的を心に秘めて、とにかく成功させなければな

らないという強い思いと、新たな制度構築と業務に

チャレンジできる喜びで満ちていたと思います。一方

で、金融情勢の極端な悪化等を背景に、金融機関の

toto 事業への参入意欲の急速な衰えなど、非常に厳

しい状況であったと記憶しています。そのような状況

の中での業務の一つが toto 制度の広報であったので

すが、文部省の役人が toto の営業マンとなって、金

融機関をはじめ様々な場面で toto 制度の説明に走り

回り、その中で出会ったのがサロン 2002 でした。
　totoはサッカーの勝敗等を予想するくじですので、
まずはサッカー好きの人たちに応援をしてもらう必要

があると考え、当時インターネットでサッカー好きが

集まる機会があることを知り、その機会に飛び込みで

営業活動を行い、その場を通じて知り合ったのが中塚

先生でした。今思えば、かなり無茶苦茶な営業であっ

たと思いますが、その機会を作ってくれた当時の上司

のやる気や発想、チャレンジ精神には今でも頭が下が

ります。今では私がその当時の上司の年代になり、今

の私にそのレベルの仕事ができているのかと考えると

自信がなくなることもあります。

「サロン 2002」との関わり

　その後、サロン 2002 とは、1999 年 3～ 4 月に

「サッカーくじについて」というタイトルで 2 回にわ

たって月例会で toto を取り上げていただくなど、仕

事を通して個人的にも徐々に深い関係を構築してい

「サロン2002」との出合い、そして2020年以降
を見通した強力で持続可能な競技力強化のため
の支援体制の構築について
川井   寿裕  （スポーツ庁競技スポーツ課課長補佐）
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くことになります。ちょうどこの頃、サロン 2002 で

は法人化について検討・議論がスタートし、2000 年

4 月の設立宣言や、当時の規約づくりに携わらせてい

ただきました。サロン 2002 のホームページには今で

も「設立宣言」が掲載されていますが、改めて今読ん

でみても核心部分は新鮮で色あせておらず、当時から

今にかけてこの精神が脈々と引き継がれてきたと思う

と、こんな素晴らしいことはないと思います。
　そして、2000 年から 2008 年にかけては、サロン

の会員名簿作成と会計担当として、自分なりに Give 

and Take の精神でサロンと関わらせていただきまし

た。会員名簿は一般的な五十音順の氏名だけのもの

ではなく、サッカーやスポーツとの関わり、現在感

心を持っているテーマ、自己 PR などを記載した 100

ページを超える冊子を毎年度作成させていただきまし

た。また、2000 年からは会費を徴収する会員制の組

織としたため、会計担当として会費の徴収・督促、
帳簿の作成、予算・決算報告なども行いました。年度

末になると、総会に向けて会費未納の会員に対して督

促を行わなければならないのですが、ちょうどその時

期は仕事も多忙で、とにかく大変だったという記憶が

鮮明に残っています。2009 年 4 月には仕事の関係で

岡山県に転勤することになり、その時、中塚先生から

は「来る者は拒まず、去る者はときに追うや」と言わ

れ、1 年間は副担当者として引き続き関わらせていた

だきました。その他、初（?）の出張サロンとなった

1999 年 7 月に私の車で新潟市に出かけたことも、今

ではとても良い思い出になっています。

「サロン 2002」への期待

　サロン 2002 とは長きにわたる関係を通して、改め

てスポーツの楽しさ、幅の広さ、素晴らしさを自分に

教えてくれたとても大切な存在です。そして、サロン

2002での活動は、ある意味私にとっての青春でした。
　また、サロン 2002 での会員名簿作りや会計担当と

しての経験や、様々な方々との出会いを通しての経験

が、今の仕事をする上でも源になっていると思ってお

り、とても感謝しています。
　サロン 2002 にはこれからもしぶとく、「設立宣言」
の精神をこれからも次世代に継続していただき、ス

ポーツに関わる者やスポーツを通して 21 世紀の「ゆ

たかなくらしづくり」を目指す者のプラットフォーム

として、ますます存在感を発揮していただきたいと

思っています。

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競
技大会の開催

　さて、ここからは私の本業についてお話をしたいと

思います。
　1964 年に開催された東京オリンピックから 50 年

以上の時を経た 2020 年に東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会が開催されます。まさか自分が生き

ている間に自国開催が実現するなんてと思ったところ

ですが、2013 年 9 月のブエノスアイレスでの IOC 総

会で 2020 年大会の東京開催が決定した瞬間は記憶に

新しいところです。しかし、既に開催まで残すところ

3 年を切っており、つくづく月日が経つのは早いと、
50 歳代前になると余計に時が経つ速さを感じていま

す。
　1964 年の東京オリンピックは高度経済成長期の中

での大会であり、そのような状況下で国民が大会の成

功に向けて一体になれた大会であったのではないかと

思っています。最先端の科学技術が生活の中に組み

込まれ裕福で便利な世の中になり、多様性のあるこ

の現代社会において開催されるオリンピック・パラ

リンピックにおいて国民は大会成功に向けて一体と

なれるのでしょうか。そんなことも気にしながら、
私は今、スポーツ庁の競技スポーツ課で仕事をして

います。当課では国際競技力の向上のための諸施策

を展開しており、私は、2012 年ロンドン大会終了後

の 2013 年 4 月に当課に着任にして以降、トップアス

リートの強化支援に関する業務に従事してきました。
2020 年の東京開催が決定した 2013 年以降は、我が

国のスポーツ界は凄まじいスピードで環境が変化して

います。その状況について、競技力強化に関する取り

組みを中心にご紹介したいと思います。

1964 年から 2020 年へ

　1964 年の東京オリンピック競技大会は、当時の報

告書を見ると関係者がありとあらゆる努力をしてきた

ことがよくわかり、当時の関係者の覚悟とチャレンジ

精神が伝わってきて「本当に凄い !」と感じることが

できます。アスリートの強化に関しても、東京開催決

定以降早々に 5 年計画を策定して、スポーツ科学を

取り入れた強化を行うなど、野心的で戦略的な強化が

行われたことがわかります。このようなことなどを背

景に、2020 年東京大会決定以降、関係者の一部は、
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1964 年の東京大会に立ち帰り、2020 年に向けたス

トラテジックプランの必要性を感じていました。

2020 年東京大会に向けた競技力強化の支
援に関する取組

（1）オリンピックとパラリンピックの一元的な強化
に向けて

　2020 年東京大会は、1964 年東京大会と異なり、
オリンピック・パラリンピック競技大会として一体的

に開催されます。2020 年の東京開催が決定した翌年

の 2014 年 4 月には、パラリンピック競技を含む障

害者スポーツの所管が厚生労働省から文部科学省に移

管されました。移管された背景の一つには、パラリン

ピックの競技性が著しく向上し、自立支援やリハビリ

テーションの延長線上でのスポーツの位置付けや強化

ではもはや世界と戦えない状況になっており、パラリ

ンピック関係者自らがオリンピック競技を所管する文

部科学省への所管替えを強く希望されたという背景が

大きく後押ししたものと思っています。このような背

景のもと、文部科学省では、これまでオリンピック競

技を中心とした強化・研究活動拠点の在り方を今後ど

のようにするのか、その方向性を定めるために有識者

会議を設置しました。文部科学省としては、今後、
オリンピック競技とパラリンピック競技の強化を一体

的に進めていく必要があったことから、初めてオリン

ピック競技とパラリンピック競技の関係者に一つの

テーブルについていただき議論を行ったという歴史的

な会議であったと思っています。この会議の最終報告

は、2015年 1月に「オリンピック競技とパラリンピッ

ク競技の一体的な拠点構築に向けて」という副題を

付けて、ナショナルトレーニングセンター（NTC）の
拡充整備、既存の NTC や国立スポーツ科学センター

（JISS）のオリパラの共同利用化、ハイパフォーマン

スセンターの構築など、2020 年やそれ以降を見据え

たトップアスリートにける強化・研究活動拠点の在り

方の将来像をまとめていただきました。報告書の最後

には次のように記してあります。「このたび取りまと

めたオリンピック競技とハパラリンピック競技のトッ

プアスリートにおける強化・研究活動拠点の在り方に

ついては、2020 年又は 2020 年以降の我が国のハイ

パフォーマンススポーツにおける国際競技力の向上に

向けて極めて重要な要素を含んでおり、今後、 関係機

関それぞれが「スポーツは一つ」という理念と、「不

可能」なものを「可能」にするという高い意識を持っ

て取り組むことにより、この方向性が早期に実現する

ことを期待する。」私は、競技力強化に関しては、オ

リンピック、パラリンピックそれぞれの環境や状況の

違いはあるけれど、健常者も障害者もオリンピックと

パラリンピックという頂点の競技大会を目指して、同

じトップアスリートとして強化していくべきであると

考えていたので、まさにこの報告書は今後オリパラの

強化を文部科学省で一元的に捉えて取り組んでいくた

めの指南書となったと思っています。報告書の最後の

言葉を、今改めて自分の心に刻み強化支援に向き合っ

ていきたいと思っています。

（2）強化費の一元化

　2015 年度には、いわゆる選手強化費が「競技力

向上事業」として一元化されました。これは、こ

れまで国による直轄事業、日本オリンピック委員

会（JOC）への補助金、日本障がい者スポーツ協会

（JPSA）への補助金、日本スポーツ振興センター

（JSC）のスポーツ振興基金など、様々な事業によっ

て支援が行われていた競技団体向けの選手強化費に

ついて、JSC に資金を一元化し、国において、JOC

等の関係団体の知見を活用しながら、戦略性をもっ

た強化・配分方針を策定するとともに、JSC が国の

方針に基づき、競技団体への選手強化費の配分及び

事業評価等を行うことにより、PDCA サイクルを強

化することで、効果的な選手強化に取り組むことを

目的としたものです。

（3）スポーツ庁の創設

　2015 年 10 月にはスポーツ庁が創設されました。
スポーツ庁の創設は、関係者の長年の希望であったと

聞いていますが、2020 年東京大会の開催決定がなけ

れば実現しなかったと思っています。初代長官は、
1988 年ソウルオリンピックの競泳 100m 背泳ぎで金

メダルを獲得された鈴木大地氏が就任されました。ス

ポーツ庁創設による目的は様々あると思いますが、競

技力強化支援に関して言えば、それまでは競技力強化

支援の対応、国際競技大会の対応、アンチ・ドーピン

グの対応、競技団体のガバナンスの対応など、多岐に

わたる対応を一つの課で対応していたものを、機能的

に整理することにより、一つの課が競技力強化支援の

対応を限定して担うことになり、よりきめ細やかな対

応が可能となったと言えると思います。
　スポーツ行政の一元化による具体的な効果はこれ

からかも知れませんが、「スポーツ庁が創設されて良
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かった」と思っていただける成果が出せるよう、努力

していきたいと思っています。

（4）NTC の拡充整備やハイパフォーマンスセンター
の設置など、競技力強化のための環境整備

　2015 年 1 月に取りまとめられた報告書をもとに、
2016 年 4 月には JISS と NTC の連携及び JOC・日

本パラリンピック委員会（JPC）、JSC の連携を促

進するために、JSC にハイパフォーマンスセンター

（HPC）が設置されるとともに、5 月には協働の枠組

みである HPC 戦略本部が設置されました。また、
NTC の拡充整備については、同年 10 月から基本設

計を開始するとともに、2016 年 7 月には実施設計を

開始し、2017 年 3 月からは整備工事に着手して、
2020 年東京大会の 1 年前の 2019 年には開所できる

よう整備を進めています。既存の NTC は、もともと

オリンピック競技でのメダル獲得を目的とした施設で

あったので、パラリンピック競技のアスリートが利用

しにくい施設構造になっていましたが（現在は自動ド

ア化やバリアフリー化など対応済み）、NTC の拡充棟

は、当初からパラリンピック競技のアスリートが利用

できるような施設として整備することとしています。

（5）競技力強化のための今後の支援方針（鈴木プラ
ン）の策定 〜 2020 年以降を見通した強力で持続
可能な支援体制の構築〜

　2016年10月は、東京大会に向けたスタート地点、
スポーツ庁創設 1 周年と、我々にとっては非常に重

要なタイミングでありました。リオデジャネイロ大会

が終了すると、次はいよいよ東京大会というように盛

り上がってくるので、リオデジャネイロ大会での日本

代表選手団の成績は非常に気になるところでした。ま

た、スポーツ庁が創設されて 1 年が経過し、2020 年

東京大会に向けた競技力強化に向けた施策を打ち出す

必要があると考えていたのです。
　競技力強化のための今後の支援方針（鈴木プラン）
では、この目的を次のように記しています。「このプ

ランの目的は東京大会で日本が優れた成績を収めるよ

う支援するだけでなく、その取り組みを強力で持続可

能な支援体制として構築・継承することにある。メダ

ル獲得が全てという考え方は適切ではないが、メダル

獲得を目標・原動力とした日本のトップアスリートの

ひたむきな努力、試合で躍動する姿は、勝敗に関わら

ずこの国に活力を、国民に希望と勇気を与える素晴ら

しい力 を持っている。その力が東京大会以降も永く

発揮されるよう、競技団体による競技力強化のプロ

セスを支える優れた仕組みを後世に伝えることは、
競技スポーツの祭典である東京大会の開催国に創出さ

れるにふさわしい最重要のレガシーだと私は確信す

る。」そして、「スポーツ関係者は、このプランを踏ま

え、競技力強化とその支援の充実のためにあらゆる努

力を傾注する強固な「覚悟」を持ち、それぞれの立場

で「挑戦」し、成し遂げる必要がある。」としていま

す。この部分は、1964 年東京大会の当時の関係者が

覚悟を持って臨んだように、2020 年東京大会に向け

た競技力強化に関係する者が最も共有しておかなけれ

ばならない部分であると思っています。
　そして、5 つの具体的な施策を柱立てしていますが、
2020 年以降も踏まえて最も重要なのが「中長期の強

化戦略プランの実効化を支援するシステムの確立」で

す。高度で安定した競技力強化を行うには、各競技団

体が少なくとも 2 大会先のオリンピック・パラリン

ピックにおける成果を見通した中長期の強化戦略プラ

ンの策定・実践・更新を通じてシニアとジュニア（次世

代）のトップアスリートの強化等を 4 年単位で総合的・
計画的に進めることが望ましく、強化戦略プランの実

効化は競技団体競技力強化ガバナンスの生命線です。
このため、JSC に設置された HPC に JOC、JPC を含

めた協働チームを設置して、競技団体の強化戦略プラ

ンにおける PDC A サイクルの各段階で多面的にコン

サルテーション・モニタリングを実施し、強化戦略プ

ランが実現するように、プランの策定段階から関係機

関が一体となってサポートする体制を構築することと

しています。また、単にサポートするだけでなく、協

働チームが得た知見は、スポーツ庁等によるターゲッ

トスポーツの指定や各種事業の資金配分に関する競技

団体評価に活用し、過去の大会成績を加味しつつ、強

化戦略プランの達成度を重視して、競技団体の「現在」
や 4 年先、8 年先の「将来」を見通した取り組みを積

極評価することとしています。このような取り組み全

体を一つのシステムとして確立させ、2020 年までにと

どまらず、2020 年以降に引き続いていきたいと考え

ています。2017 年 3 月には、第 2 期のスポーツ基本

計画が策定されましたが、国際競技力の向上について

は、この支援方針を踏まえて策定されました。
　2020 年東京大会の成功は、日本代表選手団の活躍

が大きな要因の一つになると思います。我々の後輩

たちが、数十年後、2020 年東京大会を振り返った時

に、少しでも参考となるような取り組みが残せるよう

最大限努力していきたいと思っています。 
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　皆様、はじめまして。筑波大学蹴球部 OB の春日大

樹と申します。この度、中塚理事長より、ご指名を受

けまして、本寄稿を僭越ながら執筆させていただくこ

ととなりました。演者の皆様や他寄稿者と比較し、ま

だまだひよっこの私ではありますが、お読みいただけ

れば幸いです。
　さて、タイトルにも致しました通り、私は J リーグの

設立した 1991 年生まれの 26 歳です。そんな私にとっ

て 1993 年に開幕したプロサッカーリーグの「J リーグ」
も、1998 年より出場を続けている FIFA ワールドカッ

プ（以下 W 杯）も、当たり前に生活にあるものです。
しかしながら、本シンポジウムを通して私達「J リー

グチルドレン」が享受する日常は、諸先輩方の努力に

よって作り上げられてきたものであると実感いたしま

した。そこで本寄稿では、第 1 部に私達「J リーグチル

ドレン」の育ってきた Before 20 を私の経験から振り

返り、第 2 部ではこれからの After 20 での私たち J リー

グチルドレンの果たす役割を述べたいと思います。

第1部 Before 20
初めて観た J リーグ　1995 年 
−4 歳−

　私が初めて J リーグをスタジアムで観た記憶は、
保育園に通うころでした。高校でサッカー部の顧問を

する父の影響で、私は「ボールは蹴るもの」との教育

を受けておりました。そんな父は当時名古屋グランパ

スを指揮していたベンゲル監督の大ファンで、私が初

めて観に行った試合もグランパスであったように記憶

しています。本当に小さい頃の出来事であり、私が覚

えていることは試合の結果や内容ではなく、スタジア

ムが寒かったことです。しかしながら今振り返って考

えますと、ベンゲル監督がベンチにおり、ピクシーが

ピッチに躍動する試合であったにも関わらず、なぜ

覚えていないのかと自分が信じられません。この様

に、当時の私はまだサッカーの面白さも何も分からな

いちびっこでありました。
　なお、この 2 年後 1997 年に「サロン 2002」とし

て活動がはじまりますが、私の父もこのサロン 2002

のメンバーであり、私をサロン 2002 に紹介してくれ

ました。こちらについては後述いたします。

教室で観た W 杯　2002 年日韓 W 杯 
−小学校 5 年生−

　「ピクシーグランパス」ではサッカーの面白さに気

付けなかった私にとっても、2002 年に開催された日

韓共催 W 杯は本当に衝撃的であり、印象に残ってい

ます。私の小学校の教室には天井にテレビが備え付

けられていましたが、これを勝手につけることは勿

論、授業でも殆ど使うことがありませんでした。しか

し、W 杯が行われている期間にこのテレビを付けて

チュニジア戦やゴールハイライトの番組を観ることが

できました。また、鈴木選手が足を伸ばし切って決め

たゴールシーンの写真が載った新聞を学校へ持ってい

くと、一緒にサッカーをしていなかった友達まで「こ

れ知ってる !」と盛り上がったことを覚えています。
　サロン 2002 の Before 20 に関われた皆様にとって、
2002 年日韓 W 杯は「ここまで日本サッカーが発展し

てきたのか」と成長を感じられるものである反面、私

達「J リーグチルドレン」にとっては「サッカーには

こんなパワーがあるのか」とサッカーのチカラに気付

かされる出来事でありました。そして、2002 年を境

に私はサッカーの面白さに気付き始めました。

私の人生の分岐点　2006 年ドイツ W 杯 
−中学 3 年生−

　2002 年の W 杯を境に、私（そして多くの J リーグ

プロサッカーもワールドカップ出場も
「当たり前」のBefore 20とAfter 20

春日   大樹  （筑波大学蹴球部OB）
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チルドレン）はサッカーにのめり込んでいきました。
特に 2004 年に中学校に入学すると「部活動」が始ま

り、毎日大好きなサッカーができるようになりまし

た。蛇足ですが、当時サッカー部は「彼氏にしたい部

活動」で野球など他のスポーツを抑えて堂々の 1 位

であったかと思います。（なお本寄稿執筆にあたり、
再度調べてみたところ、現在は僅差でバスケ部に 1 位

を譲っておりました。）
　当時の私はサッカーが人生の全てであり、放課後は

勿論、週末も夏休みもサッカーに明け暮れました。
また、サッカーをプレーするだけではなく、通学の電

車の中では「サッカーダイジェスト」を隅から隅まで

読み、文字通り「サッカー馬鹿」であったように思い

ます。特に海外のサッカーに関心が出て来た時期であ

り、私はバルセロナのロナウジーニョが好きで、学校

の調べ物学習の時間に、こっそり Youtube で彼のプ

レー集を観たりしていました。
　そんな中学時代に開催された W 杯が 2006 年の

ドイツ大会でした。当時の日本代表はジーコ監督の

元、中田英寿、中村俊介、小野伸二、高原直泰、中澤

祐二、そしてキャプテンが宮本恒靖…と非常に華のあ

るメンバーであり、私にとっての「日本代表」は今で

もこのチームであります。また、当時「新黄金のカル

テット（ロナウド、ロナウジーニョ、アドリアーノ、
カカ）」擁するブラジル代表から玉田圭二の奪った

ゴールは今でもはっきりと覚えています。
　しかし、それ以上に私を惹き付けたものは W 杯の

開催国であったドイツでした。テレビから伝わるスタ

ジアムの雰囲気は J リーグのそれとは全く異なり、
中学生の僕には本当にカッコよく、ドイツに行きた

い、ドイツでサッカーをしたいと思うようになりまし

た。W 杯がきっかけとなり、筑波大学への進学、更

には在学中のドイツ留学へと繋がっていきました。

筑波大学進学　サロン 2002 との出会い 
−2010 年大学入学から 2016 年卒業まで−

　2010 年南アフリカ W 杯の年、私は地元を離れ筑

波大学蹴球部へ入部しました。同期には谷口彰吾（川

崎）、赤崎秀平（ガンバ）、上村岬、玉城俊吾（ともに

今治）がおり、監督は風間監督（名古屋）でした。
　蹴球部では始めの 3 カ月間、1 年生のみで練習する

通称「フレッシュマンコース」と呼ばれる仮入部期間

が設けられています。この期間は先輩に指導を受けな

がらの厳しいトレーニング（朝練のみ）と合わせて、
筑波大学蹴球部の歴史や文化を学ぶ期間でもありま
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す。そしてその導入で行われる 1 週間の合宿での講

義にて、中塚理事長と出会いました。
　中塚理事長は講師として、嘉納治五郎先生からは

じまり中村覚之助さん、坪井玄道先生などの筑波大

学、そして蹴球部の歴史をものすごい熱量と想いで

語っておられました。しかし、5 時起きで練習し、夕

方まで大学の授業に出た後の私には、疲労と睡魔もあ

りその中塚理事長の熱意についていけなかったことを

記憶しております。今思い返すと、当時の私にとって

サッカーはまだ「プレーする」ものであり、今回のシ

ンポジウムで取り上げられているような、如何にサッ

カーが発展し、そこには多くの人達が関っているとい

うことなど考えていませんでした。
　その後 2012 年には、念願であったドイツ留学を果

たし現地のアマチュアチームで 1 年間プレーをする

機会にも恵まれました。翌年 2013 年に「海外組」と

して帰国し、大学 4 年の最後のシーズンを戦い、選

手活動に一つの区切りをつけました。この頃、少年

サッカーの指導という場はありましたが、これまで続

けてきたサッカーに「何か」還元できることがないか

と考えるようになりました。そんな中、先に述べた私

の父が私に「サロン 2002」を紹介してくれました。
私の父と中塚理事長、島崎理事は全国高体連の業務で

ともに仕事をした経験があり、その繋がりから一足早

くサロンのメンバーになっておりました。そんな父か

ら「自分の代わりに月例会に出てほしい」との要望を

受け、参加したことがサロン 2002 と私の出会いにな

りました。
　サロン 2002 での出会いは、今までサッカーを「プ

レーする」ことしか知らなかった私に様々な新しい知

見を授け、様々な可能性を考えるきっかけとなりまし

た。そして、ここまでサッカーを発展させてきてくだ

さった人たちへの「感謝」と今後の発展に貢献しない

といけないという「サッカー人」としての自覚が芽生

えたように思います。

第2部 After 20
　ここまで、お読みいただきましたのは J リーグ誕生

の頃に生まれた私のこれまでのサッカーの関わりであ

ります。出来事は個人的なことではありますが、同世

代のサッカー少年、少女にとってはリンクする部分も

多くあるかと思っております。
　本稿では、現在のサッカーが私たちにとってどう

いったものであるかを出発点に、After 20 のサッカー

発展に向けた私の考えを述べたいと思います。

J リーグチルドレンにとってのサッカーとは

　91 年生まれ以降の私たちにとって、J リーグや W

杯出場が「当たり前にあるもの」となっていることは

既に述べたとおりです。しかしながら、「当たり前に

あるもの」と「関心が非常に高いもの」との間には大

きな隔たりがあるように感じています。
　私が大学 1 年次だった 2010 年には、既に述べた通

り南アフリカ大会がありました。しかし、この世紀の

大イベントを前にしても私の所属する文学部の学生の

多くは興味を持っていないように感じました。仮にこ

の W 杯が日本にとって初めて出場する大会であった

としたら、もう少し試合を観る人が多くなったとも考

えられます。W 杯が「当たり前」になったことで W

杯を観る人が減っているのかもしれません。
　同時にサッカーをしている蹴球部の中でも、サッ

カーをよく観る人と全く観ない人に分かれていま

す。ドイツで私のいたチームでは、各々が贔屓にして

いるチームが必ずあり、その試合はチェックしてい

る前提のもとコミュニケーションが図られていまし

た。サッカーを「やる派」と「観る派」に分かれてい

るのも日本の特徴のように感じます。こうした現象

は、サッカーをする、観るといったことが私たちに

とっての娯楽のひとつとして定着していることの証明

であるともいえると考えます。複数ある娯楽のうちの

ひとつであり、それを選ぶ人もいれば選ばない人もい

るといった状況であるかと思います。
　では、娯楽としてサッカーを選択した人にとって

サッカーはどういったものになるのでしょうか。私は

サッカーが私たちにとってファッション化していると

感じています。これはとりわけ海外サッカーファンの

日本人に見られる傾向のように感じます。東京や大阪

などのスポーツバーに行くと、海外のチームのユニ

フォームを着用し、お酒を飲みながら試合を観ていま

す。この景色はヨーロッパの街角で観られるものとな

んら変わらないようにも映りますが、私はそのチーム

を応援する根底にあるメンタリティーに大きな違いが

あると感じています。
　例えば私の滞在したドイツのボンという街には大迫

の所属する 1.FC ケルンのサポーターが多く住んでい

ました。私の留学した 2012 年には、ケルンと私の応

援しているガンバ大阪が共に 2 部へ降格するという出

来事がありました。この話をした際、彼らは私を「同
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じ苦しみを体験した同志」といった様子でその悔しさ

をすごい勢いで話しだし、私は圧倒されたことを覚え

ています。彼らにとって応援しているクラブは自身の

体の一部であるように感じます。こうった類の熱量を

日本ではまだ感じたことが私はありません。
　また、海外では複数のチームを応援するといった感

覚はないように感じます。私が「（ブンデスリーガに

いる）日本人選手のチームを応援する」といった話を

した際、彼らは一様に理解できないといった顔をして

いました（当時内田のいたシャルケ 04 と香川のいた

ドルトムントというライバルチーム両方を応援するな

どあり得ない事だからです）。彼らにとって自身の応

援するクラブは自身の体と同じく唯一無二のもので

あるように感じます。対して日本では自分の地元の J

リーグのチームと一緒に（あるいはそれ以上に）バル

セロナやレアルマドリードが好きな人も多いと思いま

すし、「プレミアリーグならアーセナルが好き、ブン

デスリーガならバイエルンが好き」といったように

リーグ毎に応援するチームがあるといった方も珍しく

ないように感じます。
　この様に、私たち世代の日本のサッカーファンは海

外のサッカーファンと異なり、どちらかと言うと音楽

アーティストやアイドルのファンに近いものがあると

感じています。これは先に述べたようにサッカーが日

本では娯楽のひとつとして地位を確立し、他の娯楽で

ある音楽などと同様に扱われているからであると考え

ます。この点について、本シンポジウムに参加されま

した皆様の Before 20 によって創り上げられたひと

つの大きな成果であると考えます。それを引き継ぐ

我々は次の After 20 において、サッカーというコン

テンツをより多くの人に選んでもらえるようにすると

いうタスクがあると考えます。そのために、今までと

違ったアプローチによって、例えば同じスポーツであ

る野球よりも、あるいは他の分野である音楽ライブよ

りもサッカーが魅力的であることを伝えなければなり

ません。そして、そのアイディアを出すことが私たち

の役目であると考えます。

サッカー×αの可能性

　After 20 でサッカーを今まで以上に盛り上げてい

くためには、スポーツに様々なものを掛け合わせてい

くことが必要であると考えます。
　まず思いつくものとして、人と人とのコミュニ

ティーを作り出すツールにサッカーを用いるという方

法です。サッカーは参加者全員がひとつのコートに

入ってプレーします。また、年齢や性別が違っていて

も一緒に参加することができます。この点が他のス

ポーツにない良さであり、コミュニケーションを図る

際に非常に力を発揮すると考えます。更に最近はフッ

トサルコートが増え、手軽にボールを蹴ることを楽し

めるようになっています。そのため、フットサルをす

る人には、私のようにサッカーを学生時代からやって

いない人も多いです。
　私が現在住んでいる京都では「サッカーを通じた交

流会」といった活動が多く行われています。参加者は

月に一度サッカーを楽しむために集まり、真剣に試合

をするというよりは「みんなで楽しく」をコンセプト

にボールを蹴っています。私も始めは全く知らない人

たちばかりでしたが、通っているうちに友人が増えて

いきました。こういった活動は全国に広がっていくよ

うに感じます。
　しかしサッカー交流会というわかりやすい形だけで

はなく、より多くの人にサッカーの魅力を伝えるため

には他の可能性についても考えなければならないとも

考えています。例えば、サッカークラブがクラブのロ

ゴの入ったお洒落なアパレルショップを開いてもいい

と思います。11 月のサロン 2002 月例会では、漫画

について扱ったとのことでしたが、会場で配るマッチ

デープログラムを全て漫画で作ってみても面白いかも

しれません。
　これらのアイディアは Before 20 ではもしかする

と考えられなかったものかもしれません。しかし、
サッカーを当たり前に楽しみ、W 杯を観てきた私た

ちが新しい可能性を示すことでよりサッカーを発展

させていく事が出来ればと思っております。AI や IoT

など新たなイノベーションが生じている現代社会の中

で、サッカーに新たなイノベーションを起こすことが

私たち「J リーグチルドレン」の果たす使命であると

考えます。そして私自身、そこへ少しでも貢献出来よ

う精進して参ります。
　最後になりましたが、この様な場を提供してくださ

いました中塚理事長を始めとするサロン 2002 理事、
事務局の皆様へ感謝を込めて、本稿の結びとさせてい

ただきます。 
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